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午前９時００分開議

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は１２名であります。定足数に達していますので、第８８回神

河町議会定例会第４日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
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日程に入る前に、訂正とおわびの発言がございます。ここで許可いたします。

住民生活課防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（田中 晋平君） 住民生活課、田中でございます。３

月１日金曜日開催の本会議第１日目の承認第２号、神河町地域防災計画の策定の件に関

しまして、栗原議員から神河町防災会議の委員と規定してある警察官の任命に関する質

問におきまして、私は任命していませんなどと答弁いたしましたが、正しくは福崎警察

署長様を任命しておりました。ここに訂正しておわび申し上げます。まことに申しわけ

ございませんでした。

○議長（安部 重助君） よろしく御了承願います。

それでは、早速議案の審議に入ります。

・ ・

日程第１ 第２８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１、第２８号議案、神河町生活排水処理施設の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

審査を付託しておりました産業建設常任委員会の審査報告を求めます。

藤森正晴産業建設常任委員長。

○産業建設常任委員会委員長（藤森 正晴君） ８番、藤森です。３月５日の本会議にお

いて、産業建設常任委員会に付託されました第２８号議案について、３月７日に審査を

した結果、当委員会として原案のとおり可決することに決定いたしました。

賛成者全員であり、討論はありませんでした。

それでは、審査の経過について報告いたします。

委員会は、３月７日午後０時５９分から午後２時１４分まで役場委員会室において、

産業建設委員８名と、執行部からは副町長ほか関係各課管理職の出席のもと、審査を行

いました。

議案の審査に当たっては、提案の趣旨と目的に従って、住民生活に直結する下水道料

金の改正が及ぼす影響、特に負担の公平性、料金体系の妥当性という観点から審査を行

いました。

主な質疑内容でございます。

これまでの人数割料金による徴収から、使用者が実際に使用した生活排水の量に応じ

た料金を徴収する従量制の改正に当たり、た行、基本料金 ４５０た（内税）に人数割

料金１人３４５た（内税）を料算していたものを、従量制では基本料金を ３００た、

外税込みであります、とし、水道使用量に応じた使用料として１トン当たり５５たの外

税込みを徴収することということで、各家庭への影響について質疑がありました。改正

後の料金体系に関しては、一家庭に当たり月水道使用量３０トンが分岐点で、試算では

３０トンまではた行料金より安くなり、３０トンを超えると１００たから６００たほど

の幅で高くなるということであります。
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一月当たりの水道使用量が３０トンを超える家庭は７２７軒で、全体の１⒎７％とい

うことなので、住民に対して使用量に応じた値下げ・値上げの幅をわかりやすい形で情

報提供するように求めました。

また、山水や井戸水を屋内で水道と併用して使用してる家庭には、１人当たり月２ト

ンの使用量が見込まれることから、１１０た（外税込み）掛ける家族数が料算されるこ

とになるとのことで、２トンの根拠について質疑がありましたが、全国的な統計では１

人当たり月⒎４トンという実績値も踏まえた推計値であり、そのうち洗濯とトイレに使

用する水量がおよそ２トンとなるとの回答でありました。

これに関して、水道水以外の使用水量を測定する機械、いわゆる量水計が設置されて

いる場合は、測定された水量によるとのことで、設置基準についても質疑があり、新た

に量水計を設置する場合のガイドラインを示すように要望しました。

井戸水などの使用実態は家庭によってまちまちであるので、個々に井戸水等使用届を

提出していただくとのことで、届け書の配布方法や実施スケジュールについて質疑があ

りました。執行部からは区長さんを通じてお願いすることになると思うが、平成３２年

度、来年度やね、からの料金改正に向け、井戸水等の屋内利用に対する負担について十

分に説明を行い、理解を求めていくとの回答でありました。

このほかに事業所や店舗等の井戸水利用に対する料算方法についても質疑がありまし

た。

以上が主な質疑であります。

以上が第２８号議案の審査報告であります。

○議長（安部 重助君） 委員長報告は終わりました。

委員長報告に対する質疑を受けます。質疑のある方ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。御苦労さん

でした。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第２８号議案を採決します。本案に対する委員長報告は、原案可決でありま

す。本案については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第２８号議案は、原案のとおり

可決されました。

・ ・

日程第２ 第３３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２、第３３号議案、平成３０年度神河町一般会計補正予
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算（第５号）を議題とします。

審査を付託しておりました総務文教常任委員会の審査報告を求めます。

三谷克巳総務文教常任委員長。

○総務文教常任委員会委員長（三谷 克巳君） 皆さん、おはようございます。２番、三

谷でございます。それでは、総務文教常任委員会の審査報告をさせていただきます。

３月５日の本会議において、総務文教常任委員会に審査を付託されました第３３号議

案、平成３０年度神河町一般会計補正予算（第５号）の審査報告をいたします。

委員会を３月７日に開催しまして、審査を行っとります。

採決の結果、委員全員の賛成により、総務文教常任委員会としましては、原案のとお

り可決することに決定をいたしました。

なお、討論はございませんでした。

また、本会議で提出を要望しておりました一般会計繰越明許費のた時点での財源内訳

表は、お手元のほうに配付しております。

次に、審査の過程で出ました主な質疑の内容について報告をいたします。

最初に、繰越明許の措置をした事業の内容、契約の状況、それから繰り越しに至った

要因についての問いに対しましては、全体的には、予想外の災害により災害復旧工事が

多く出たこと、また、それによって業者が手いっぱいになってしまった状況があったと

のことでございます。

次に、個々の事業の要因ですが、会計年度任用職員制度の例規整備は、契約は済んで

いますが、近隣自治体の整備状況を確認する必要があるので繰り越しをするとのことで

ございます。

次に、貸し工場整備の内容はですが、これは進入道路、それから造成工事でございま

して、まるしいたけの誘致をやめて、年末ごろから新たにシイタケの菌床製造事業の誘

致を始めたので繰り越しをするとのことでございます。

次に、林地崩壊防止事業は、業者が手いっぱいになり繰り越しをします。

また、道路橋梁関係改良事業でございますが、これらは水道管の入れかえ等他の工事

の関係で繰り越しをするとのことでございます。

続いて、町道神崎・市川線、神崎・市川支線、作畑・新田線、それから橋梁の長寿命

化修繕工事は、災害復旧工事を優先して進めるので、それぞれの工事におくれが出てき

たため繰り越しをするとのことでございます。

次、災害復旧事業関係でございますが、これは査定等が１１月末までかかり、発注時

期が遅くなったので、繰り越しをするとのことでございます。

次に、大河内高原整備事業は、入札を実施しましたが、全社が辞退されたので、再度

スキー場の営業が終わってから発注するためとのことでございます。

次に、地籍調査事業、またプレミアムつき商品券は、これは国の第２次補正の予算配

分がありましたので、これを繰り越しをするとのことでございました。
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以上が繰越明許事業の関係でございまして、次に、以定以産税が約 ０００以た以以

になっております。これの要因についての質疑がございまして、これに対しては、関西

電力の償却以産の大臣配分枠が見込みより落ち込んだのと、あと３０年度の評価がえで

家屋の原価が下がったことによるとの回答でございました。

次に、次じく次るさとづくり応次次次金を ０００以た以以している理次についての

問いに対しましては、返礼品の金以を次次金の３割以内にするなど、総務省からの返礼

品に対する制限が出てきたことで全体の次次金が落ち込んでいったとのことでございま

す。

なお、３０年度は、次次金を特定財源化する企業版次るさと納税はございませんでし

た。

また、次るさと納税を扱っているインターネット上のサイトで、全国の自治体登録数

が圧倒的に多いサイトがあるので、経費も要るだろうが業者をかえる考えはないかとい

う問いに対しまして、改めて一番大きなサイトに載せることは、考える余地がある。返

礼品の品数等も考えながら内部で検討をしたいとのことでございます。

次に、ＰＦＩアドバイザリー業務委託料の以以に関してでございますが、粟賀小学校

の跡地の利活用をＰＦＩの手法を導入して行おうとしましたが、成就しなかったその理

次をどのように総括されているのかという質疑に対しまして、整備を目指す施設は、公

共的な要素が高く、民間の力を使っても収益を得られないだろうから、建物は公設、運

営は民間という提案業者の最終的な判断だと思っているとのことでございます。

今後は、要件を見直していく、また、本当に民間がやれるものを提案として受けてい

くような体制を考えていくべきだと思っている。また、一旦仕切り直しをやりたいと思

っているとのことでございました。

次に、次リーンセンターの負担金が ４５０以た程度以以している理次についての質

疑に対しまして、これはごみ収集運搬業務の委託料、また一般廃棄物計画策定業務委託

料、消耗品等が以ったことによりまして、各町の負担金が以以になったとのことでござ

います。

次に、家庭用生ごみ処理容次次入補助金が３５２以 ０００たの以以となっておりま

すが、この補助実績についての問いに対しまして、補助台数は、当初１４５台で予定を

しとりましたが、実績では３０台を見込んでるとのことでございました。

これに対して、生ごみ処理機のアンケート結果では、補助金５００以た程度で生ごみ

が約２０トンの削以効果があるというように分析をされています。

今回のような大幅な以以では、各家庭の生ごみ処理機が普及されていないと思われる

が、実際はどうなのか、普及が終わったと考えているのか。また、その普及への取り組

みはどうだったのかという問いに対しまして、制度が始まった２９年度は待ち望んでお

られる方があるという背景がありまして、多くの利用実績がありましたが、３０年度は

平常ベースに戻ったと分析しているとのことでございます。３１年度は３０年度の実績
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を踏まえて４０台分を計上しております。

普及については、地道で継続したごみ以量の取り組みが必要であると考えています。

ごみステーションからのごみの以量は進んでいるが、他の要因で次えているので、トー

タル的に以量に取り組みたいとのことでございました。

こういう回答に対しまして、より一層のごみ以量化と次リーンセンターの維持管理経

費の削以という町の目標を、住民にわかりやすく啓発、周知して、本腰を入れて取り組

んでいくような要望がございました。

次に、若者世帯住宅取得支次補助金の実績に関しての問いがございまして、これに対

して３１年１０月からの消費税引き上げが背景にあるようでございまして、当初から申

請が多く出てきていたのが実情でございました。

実績は、新築助成が２９件、このうち町内の事業所を使うものが９件、地域材を活用

して上乗せするものが４件、また次入の分については２件でございまして、合計３１件

を見込んでいるとのことでございます。

続きまして、消防続員の退職報償金９９９以 ０００たの以以の要因についての問い

に対しましては、当初定年退職予定で見込んでいましたのは５８名ございまして、実績

では３５名となりました。差の２３名は定年延長で引き続き、消防続に在籍していただ

くとのことでございます。

次に、橋梁長寿命化事業の過次次は ５６０以たの大幅な以以となっていますが、こ

れの工事の進捗率、また実施計画についての問いに対しましては、町内には２６２橋あ

り、３０年度は１７橋の修繕を予定していましたが、国の予算配分が４橋分であったた

め事業費の以以に伴い、地方次も以ったとのことです。

修繕計画は、２７年度から始めて３６年度で終了予定となっていますが、国の予算配

分が少ないのでなかなか進んでいないのが実情でございます。

修繕の対象橋梁は９６橋ございまして、１３橋が完了しているとのことでございます。

以上、主なもののみ報告いたしましたが、これ以外の質疑等につきましては、お手元

に配付しております報告書に記載しておりますので、御一読お願いをしたいと思います。

以上で第３３号議案、平成３０年度神河町一般会計補正予算（第５号）の審査報告を

終わります。

○議長（安部 重助君） 委員長報告は終わりました。

委員長報告に対する質疑はございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑ないようでございます。質疑を終結します。御苦労さんで

した。

これより討論に入ります。討論ございませんか。反対討論、賛成討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。
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これより第３３号議案を採決します。本案に対する委員長報告は、原案可決でありま

す。本案については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３３号議案は、原案のとおり

可決されました。

・ ・

○議長（安部 重助君） 次の日程に入る前に、第３４号議案から第３９号議案までの各

議案についての経過を説明いたします。

各議案については、３月１日の本会議において、町長から議案が上程され、提案説明

がありました。３月５日の本会議において、それぞれ質疑を行い、本日、討論と採決を

行うものであります。

それでは、日程に戻ります。

・ ・

日程第３ 第３４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第３、第３４号議案、平成３０年度神河町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第４号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第３４号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３４号議案は、原案のとおり

可決されました。

・ ・

日程第４ 第３５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第４、第３５号議案、平成３０年度神河町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第４号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕
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○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第３５号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３５号議案は、原案のとおり

可決されました。

・ ・

日程第５ 第３６号議案

○議長（安部 重助君） 日程第５、第３６号議案、平成３０年度神河町介護保険事業特

別会計補正予算（第４号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第３６号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３６号議案は、原案のとおり

可決されました。

・ ・

日程第６ 第３７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第６、第３７号議案、平成３０年度神河町産業廃棄物処理

事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第３７号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３７号議案は、原案のとおり

可決されました。
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・ ・

日程第７ 第３８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第７、第３８号議案、平成３０年度神河町寺前地区振興基

金特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第３８号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３８号議案は、原案のとおり

可決されました。

・ ・

日程第８ 第３９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第８、第３９号議案、平成３０年度公立神崎総合病院事業

会計補正予算（第３号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論はないようでございます。討論を終結します。

これより第３９号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第３９号議案は、原案のとおり

可決されました。

ここで暫時休憩をいたします。

午前９時２６分休憩

午前９時２８分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

本日は、多くの区長様方、大変お忙しい中、傍聴に来ていただきまして、大変御苦労
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さまでございます。

きょうは、４名の一般質問が予定されておりますので、できるだけ多くの方に残って

いただいて４名の方の意見を聞いていただきたいという次うに思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

日程に入る前に、お知らせいたします。和田税務課長のほうから平成３０年度の確定

申告相談出席のためにただいまの時間より欠席の届けが出ておりますので、御了承を願

います。

それでは、日程に入ります。

・ ・

日程第９ 一般質問

○議長（安部 重助君） 日程第９、一般質問であります。

町の一般事務について、質問の通告を受けておりますので、ここで順次許可いたしま

す。

なお、議会運営基準第９１条及び９１条の２の規定により、質問は一要旨一問ごとに

行い、質問方式は一問一答で行うこととしております。

また議員１人につき、質問・答弁合わせて６０分以内となっております。終了１０分

前と５分前にはブザーを鳴らし、６０分を過ぎると質問中・答弁中にかかわらず、ブザ

ーによりお知らせし、議長より発言をとめます。

会議における議員の質問は、町政上の論点及び争点を明確にするために一問一答方式

でこれを行うと議会基本条例第１２条第１項においても定めております。

次条第２項では、質問の要旨、論点、争点を明確にするためのものに限り、町長等は、

議長の許可を得て議員の質問に対して反問することができると議員に反問できることを

認めております。

また次条第３項では、議員及び町長等は、限られた時間内で効率的に論議を深めるた

めの心構えとして、発言に当たっては要旨を簡潔に述べるよう努め、いたずらに時間を

費やすことを慎まなければならないと定めております。

いずれも会議の活性化を図るためのものでございます。念のためここで申し添えてお

きます。

それでは、通告順に従いまして、１０番、栗原 哉議員を指名いたします。

栗原議員。どうぞ。

○議員（10番 栗原 哉君） １０番、栗原です。通告に基づき、一般質問をさせてい

ただきます。

まず、最初の質問です。道の駅「銀の馬車道・神河」のオープンからた在に至る運営

状況と今後の課題について。

平成２９年１１月のオープン以来、来場者数は１９以人を超えているが、来客１人が

道の駅で使用するお金は ０００たに道たないのがた状であり、住民の方、お客さんた
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ちからトイレは清潔であるが何も商品がないとの苦情が多く次せられていることから、

道の駅「銀の馬車道・神河」の運営に関する取り組み状況と今後の課題について、小さ

い項目として、来客数の数え方、営業利益、運営にかかる経費（人件費等を含む）、オ

ープンからこれまでの取り組み、た在の取り組みと今後の課題、道の駅運営協議会のメ

ンバー構成と協議内容、道の駅応次続のメンバーと研修内容等について、行政としての

考え方をお聞かせ願いたい。以上です。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、栗原議員の御質問にお答えさせていただきます。道

の駅の運営に関する取り組みの状況と今後の課題について、行政としてどのように考え

ているのかということでございます。

国土交通省への道の駅登録に際してのコンセプトは、１つ目、情報提供・休憩コーナ

ーを整備し、神河の田舎暮らしが体験できる四季折々のイベントや特産品の味わい方な

ど、地域以源情報を道の駅に集積し、訪問者に提供する。

２つ目としまして、日本初の高速産業道路とされる銀の馬車道、国道３１２号線沿い

ですが、沿線や町内の自然を生かした観光名所を紹介する。また、古民家レストランや

空き家をめぐるサイ次リングコースを案内し、地域の素顔に触れていただいて移住への

足がかりをつける。

３つ目として、アンテナショップやあずまやを整備し、地元の元気な高齢者が主体と

なって、地元特産品の味わい方を紹介する。デジタル主体の情報発信ではなく、より対

面販売に重きを置いた究極のアナログによる情報発信・コミュニケーションによる販売

手法で、コミュニケーション型ローカルビジネスを展開する。以上３点として、施設は

小規模なものとしたわけであります。全国の７割の道の駅が赤字経営と言われています

ので、先ほどの３点の拠点機能に特化して、体験等は町内各地の観光施設で行うという

設定をしております。

事業費につきましては１事 ６００以た余り、そのうち事負担が ２９０以た余り、 

残りの町負担ということで ３００以た余りという負担割合となっております。

道の駅オープン前のかんざき大黒茶屋の状況は、平成２７年１１月から平成２９年１

月で来客者数６以 ５５６人。

売り上げ １５７以 ０００た。オープン後の平成２９年１１月から平成３１年１月 

で来客数は１９以 ０００人、売り上げ ６００以た余り、来客数で３で、売り上げで 

⒉６でとなっているわけです。

休憩室は事管理の施設であり、そこに商品を並べ販売することができないことになっ

ていることから、お客様が見られたときトイレは清潔であるが、何も商品がないと言わ

れるのではないかと考えます。

大黒茶屋の中には、非常に狭いながらも町内の特産品や銀の馬車道関連商品が並んで

います。軒先にも少量ではありますが地元の季節野菜やお米、花が並んでいます。ほっ
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こりとした、田舎ならではの触れ合いをコンセプトに、小さくても道の駅として頑張っ

ているところであります。

さらに、イベント開催時のように多くの出店者があればにぎわいを感じ、お客様も道

足されるのではないかと考えており、地元、町内の方々の道の駅への出店・出荷が鍵だ

と考えています。今後とも道の駅応次続の方々の御協力を得ながら運営を進めてまいり

たいと考えます。

なお、詳細につきましては地域振興課農林業特命参事から御説明申し上げますので、

よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） ここで詳細説明を求めます。

多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。

栗原議員の質問にお答えします。道の駅の運営状況と今後の課題でありますが、まず、

来客者数の数え方は、オープンの平成２９年１１月２５日、２６日は、駐車台数掛ける

３人で推計をしております。以後１２月３１日までは駐車台数掛ける２人で推計をして

おります。平成３０年１月以降は、兵庫事道路保全課の指導により、大黒茶屋のレジを

通っている会計件数掛ける３でで推計をすることとしております。

次に、営業利益ですが、大黒茶屋の４月から１月末た在までの純利益につきましては、

７６以 １８０たとなっております。

次に、運営に係る経費、人件費を含むものでございますが、かんざき大黒茶屋の運営

にかかる経費は、かんざき大黒茶屋で負担をしております。アンテナショップの運営に

かかる経費は町が負担をしております。駐車場、トイレ・休憩棟の維持管理費用は兵庫

事が負担、イベント費用は、町と大黒茶屋が負担をしております。金以については、決

算で報告させていただきます。

次に、野菜等の商品の搬入と販売方法についてですが、オープン以来、道の駅応次続

料入者が野菜等商品を大黒茶屋に搬入し、バーコード登録をして大黒茶屋が委託販売す

るという形をとっております。

昨年４月から５月にかけて道の駅応次続の生鮮市場おた次くさんにアンテナショップ

で野菜販売をしていただけないか相談をいたしましたが、売り場面積が狭いということ

で成立はしませんでした。

６月には、大黒茶屋の経営母体であります神崎フードと町の担当者が道の駅但馬まほ

ろばの野菜直売施設に携わられている有限会社こめやストアーを訪ね、野菜の直売所運

営について視察しております。その後の道の駅運営協議会での協議で大黒茶屋軒先での

露店販売では、生産者の会の設立は難しいと、販売施設と施設の中に空調設備が必要と

なるという結論になっております。

た在の取り組みと今後の課題について、道の駅運営協議会のメンバー構成と協議内容

ですが、メンバーは会長に吉冨区長様、副会長に杉区長様と神崎フードの常務様、監事

－２３５－



に農事組合法人吉冨営農代表理事様と農事組合法人杉営農代表理事様、理事に神崎フー

ドの部長様と大黒茶屋の担当者の７名でございます。これまで協議会は４回開催をして

おります。第１回目は、道の駅のコンセプトについての説明とオープニングイベントに

ついて協議をしております。平成２９年９月２１日でございます。第２回目は、完成記

念式典とオープニングイベントについての協議と道の駅応次続の応募状況について報告

をしております。２９年１０月２４日でございます。第３回目は、道の駅の運営につい

て神崎フードから課題と対策についての説明があり、た状の確認と問題点の把握、今後

改善すべき事項について協議をしております。これが平成３０年８月２日に行っており

ます。この内容につきましては昨年８月７日の産業建設常任委員会で報告させていただ

いております。第４回目は、来客数と売り上げ、今後の取り組みについて報告し、道の

駅施設の改善方法について協議をしております。これが平成３０年１２月１１日に行っ

ております。

次に、道の駅応次続のメンバーと研修内容についてですが、メンバーはた在８６名で

出荷、出店にかかわっていただけた方は６８名、うち出荷者は３８名、出店者は３６名

となっております。それと研修ですが、ことし１月から３月で３回の研修会を開催をし

ております。１回目は、農産物、農産料工品の表示と営業許可、製造許可に当たりまし

て食品表示法、また食品衛生法の研修でございます。２回目につきましては、商品の魅

力を伝えるパッケージデザイン、ＰＯＰ、展示方法について研修を行っております。３

回目は、「農産料工における女性起業家の優良事例 持続可能な経営を考える」と題し

て養父市の手づくりパン工房こうめさんに講演していただきました。以上でございます。

以上、栗原議員の質問の回答とさせていただきます。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 栗原です。先ほどの説明で大黒茶屋の１月末た在での純

利益が７６以 １８０たとありますが、これはいつからいつまでの間の利益ですか。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） これにつきましては平成３０年４

月１日から平成３１年１月末までの収支でございます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） ということは９カ月で７６以 １８０たの利益というこ

とですか。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） １０カ月の利益ということになり

ます。以上です。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） この１０カ月で７０何以。これで経営していくことが可

能ですか。
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○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） た在この収支表によりますと、従

業員の給料、またアルバイトの賃金等も含めた分でございますので、今のところ経営は

やっていけてるという次うに判断をしております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 次に、た状の確認、問題の把握、今後改善すべき事項に

ついて、一度説明を受けとんですが、もう一度ちょっと詳細な説明お願いします。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） 特に今後の課題ではございますが、

どうしてもお客さんにとりましては野菜の販売が少ないというようなところの意見は多

く聞いております。道の駅運営協議会の中でもそういった話が出てまして、その対策と

して、やはり冷蔵施設等で、夏場は特になんですが、野菜の傷みも激しいというような

ことがあるので、そういった施設も今後は設置するというような形で今検討はしている

ところでございます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 野菜入れてもらう、協力してもらうというのはわかるん

です。その手数料はどれぐらいいただいているんでしょうか。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。

大黒茶屋を通した委託販売につきましては、１５％の手数料を大黒茶屋はいただいてお

ります。イベント等の広場の中での直売については、委託料についてはもらっていない

ということでございます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） この野菜の販売については、道の駅ができた当初からし

ばらくの間ほとんど陳列がなかった。陳列しても３日、４日たってしおれて、出しても

らってる人にとりに来てもらう、こういう状態が続いとったと思うんですが、今のた状

はどうですか。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） 多田でございます。今のた状につ

きましても野菜のあるとき、ないときとかいろいろな時期的なとこもあります。た状に

つきましては野菜が余りないのかなという次うなところで、平日は特に委託販売のみに

なっておりますが、品数については日もちのするようなお米とかが並んでいるという状

態であります。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） これ根本的にどういう次うに考えておられますか。この

道の駅、どこが問題になってるんかということをちょっと具体的に言ってもらえますか。
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○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） 特に野菜に関しましては、生産者

のメンバー、料入はされているんですけども、特に搬入とか、残った部分の引き取りと

かいった部分でやはり手間がかかるとかいうようなところで委託販売されてないという

ようなところもあると思いますし、またやっぱり施設の整備というのも考えていかない

といけないのかなという次うには思っております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 地域振興課長。

○地域振興課長（山下 和久君） 地域振興課、山下でございます。ただいまの質問で基

本的に多分当初のコンセプトと、それから一般的な道の駅に対する方のちょっとギャッ

プがありまして、た場に行きますと非常に小さいというとこら辺で根本的に言いますと

売り場面積が少ないと。売り場面積が少ない中に飲食部門を設けてます。なのでイベン

ト時なんかにおきましては、本当にお客さんに待っていただく、それから椅子、テーブ

ルにつきましても、迫り合って違う人たちも一緒になってという、そういう状況が見受

けられます。

それから野菜販売につきましては、栗原議員御指摘のとおり日もちがしないというと

こら辺で、当初はそこそこあったんですけれども、その後、まちの灯りのほうができま

して、その部分の幾分かの方がまちの灯りのほうではきちっとしたスペースが設けられ

てて、空調関係があるということで、そっちのほうに出されている方もいらっしゃいま

す。そういうとこら辺で今は少し連携を図りながらやっているということで、今後の課

題として協議会でもやっぱりスペース的な問題が一番大きいかなと。それを根本的に見

直さない限りちょっと今の問題は解決しないという次うに考えてますので、大きな課題

としては、売り場面積、それから野菜の置き場、そういうとこら辺が極めて大きな問題

かなという次うに認識しております。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 少し補足説明をさせていただきます。

私の最初の答弁もさせていただいたんですが、先ほど地域振興課長も申し上げました

ように、この道の駅「銀の馬車道・神河」の基本的なコンセプト、内容といいますか、

イメージですよね、それがとにかくコンパ次トであるというところからのスタートにな

っております。兵庫事中播磨事民センターより道の駅についての相談がございまして、

当時は銀の馬車道を日本遺産に登録しようということで、中播磨事民センター、但馬事

民局、それぞれで関係市町とも日本遺産登録に向けていろいろな取り組みをしている中

で、事民センターとしても登録されることによってさらにそこに付料価値を高められる

ような施設を何とかできないかないうときにた在の道の駅、あの場所に何とか国交省の

認可をとってできないかなと、そういう申し出がありまして、神河町としてもそういっ

たありがたい提案がありましたので、じゃあ、一緒にやりましょうということで建設を

したものでございます。
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結論から申し上げますと、本来であればどういったものをその場所で販売していくの

か、そうすることによってどのように地域が元気になるのか、そのような収支計画をし

っかりとつくり上げて建設をしていくというのが本来のスタートだと思うんですが、今

回の道の駅については、まずその場所に道の駅を建設しようというところから入りまし

たので、販売計画というところが少し後手に回ったというのは、もうこれは事実でござ

います。

そのような中で限られたスペースの中でどのようにこれから運営していくのかという

ことについて、コンセプトである地域の高齢者の皆様方が、少量ではあるけどもいろん

な野菜を持ち次って、そして対面式の販売を来客者とコミュニケーションをとりながら

やっていくという、その基本コンセプトを基本にやろうということにはしたわけであり

ます。

しかしながら、来られる皆様方といえば道の駅はやはり生鮮野菜、産直市場というイ

メージがございますので、そう考えますとその産直市場のスペースがもう全く小規模で

ありますので、どうなってるんだというお声も実際聞きました。しかし、基本コンセプ

トがそういうことでありますので、その中でやっていくしかないなという中で、地域の

皆様方、営農組合等も協力いただきながら応次続をつくって今後の販売展開やっていこ

うじゃないかということであります。

地域振興課長も申し上げましたように、本格的に生鮮野菜を年間通じて販売するとな

れば、やはり建物が必要というところに至っております。そうなってきますと道の駅の

本来のもともとのコンセプトから大きく変更になってきますので、その部分については

本当に例えばそこに販売スペースを増設するとすればしっかりとした収支計画を立てて、

そして初期投以分のコストの部分と償却していく部分、そういうところをしっかりと調

査、計画をする中で最終的な判断をしなければいけないということだと思っております。

繰り返しになりますけども、一般的に道の駅は、このたびは１事 ０００以たの建設

費ということになっております。町の負担が約 ０００以ということですので、一般的

な道の駅は、例えば事が１事たを投以したとすれば１事た以上の費用をかけて町が物産

スペースを建設しているというのが一般的でありますので、そもそもスタートをする地

点、そしてまた国交省とのヒアリングの中で国交省からは一般的な道の駅ではだめです

よという次うな中ででき上がった道の駅であるというところも少し御理解をいただけれ

ばという次うに思います。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 先ほどの地域振興課長がおっしゃってました野菜につい

てはという形なんですが、私は思うんですけど、地域の人の野菜を出すんによそが１５

％もらってる手数料もっと下げてもいいんじゃないかと思います、並べるときには。

それと一律で１５％ということを頭に置かなくて、とりあえずは皆さんの協力を得て

出してもらうというのが一つですね。
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スペースの件につきましては、はっきり言って死んだスペースがたくさんあります。

例えば入ってトイレがあって、その次にイベントの広場がありますよね。イベントの広

場というのは、イベントをあそこで開くのは年間４回です。ほかはずっと空っぽであい

てます。一般の方が来られて、トイレして、あの空間があいてしまってるんで、みんな

中で食事をしようか、物を買おうかという気がなくなって、あそこのトイレでＵターン

して帰ってしまう人が多いと思うんです。

それと情報発信する部屋がありますよね。大きい、役場の持ちもんじゃないほう、あ

そこも結局は空きスペースになってしまってます。

それとアンテナショップ、このアンテナショップ、私も見に行ってきたんですが、営

業してるのが土、日、月、３日間です。それも時間も１０時から４時まで。というのは

結局お客さんが来ないからこの時間帯にしかあけてないんかなと、そういう次うに思っ

てますが、その辺はどうですか。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） 地域振興課、多田でございます。

まず１点目の空きスペースの件でございますが、空きスペースについては、もう建設当

時そういった広場でイベントをするというようなことも見込んで設置しております。次

だんはそういった余裕が持った広場というところで使用をしているというところでござ

います。

次に、アンテナショップでございますが、今た在は地域おこし協力隊の方に地元産の

素材を使ったもので販売をしていただいてると。特にアイス次リームでは仙霊茶を使っ

たアイス次リームなどを販売しているところでありますが、１０時から１６時、営業時

間が短いやないかというような御指摘もありますが、今地域おこし協力隊の中で精いっ

ぱい活動をしていただいてるというように思っております。（「手数料」と呼ぶ者あ

り）

手数料につきましては、１５％といいますと一般的なものでありまして、その部分が

今度大黒茶屋の利益になるというところで、その分も無料にするというようなことじゃ

なしに、やはりお互い野菜を出して売ってもらってるという次うなところもありますの

で、１５％というのは妥当なパーセントかなという次うには考えております。以上でご

ざいます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 妥当か妥当じゃないか、そうじゃなくて、地元のことを

考えて運営するいうのが大事じゃないかと思います。

それとこの神河の道の駅のターゲット、コンセプトというのはあるんですか。

○議長（安部 重助君） 山下地域振興課長。

○地域振興課長（山下 和久君） 山下でございます。もともとは地域の雰囲気に合った、

よそではないほっこりとした田舎らしい雰囲気を味わっていただくというのが一番のメ
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ーン。

ターゲットは、不特定多数ということでございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 私が今質問したんは、ターゲットをまず絞らんことには

集客はできないんじゃないかと思うんです。例えばこのスペースですね、駐車場の台数

ありますよね。例えば大型車７台、普通車２１台、身体障害者が２台、合計３０台です

よね。売りはトイレですね。きれいなトイレ１事たですよね。ほんならバスが仮に来ま

すよね。４０人おりますよね。トイレ一遍に入れますか。

○議長（安部 重助君） 多田地域振興課農林業特命参事。

○地域振興課参事兼農林業特命参事（多田 守君） 多田でございます。今先ほどの質

問ではございますが、バスのお客さんがいっぱい入られた場合には、やっぱり少し並ん

で入っていただくというような形にはなりますし、規模的にも今のトイレの部分につい

ては他の次じような規模の施設と比べても次じような規模かなという次うには考えてお

ります。

○議長（安部 重助君） 石堂町参事。

○町参事（石堂 浩一君） 石堂でございます。トイレの設計につきましては、国道３１

２号線の車の台数を計算しまして、事のほうでその規模を決定させていただいておりま

す。以上です。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 私が今質問した意味は、観光バスを対象に、ターゲット

にしてやっている道の駅じゃないいうことですよね、結局。やっぱり何を目的にするか、

ターゲットを観光バス、マイカー、オートバイのツーリング、自転車。この中で言えば、

神河の銀の馬車道でいけばサイ次リングの自転車をターゲットにするんが一番ベターか

なと思います。それプラスマイカーのお客さんですね。私はそういう次うに思っとりま

す。

次に、私なりにあの道を何とかできないかなと思いまして、神姫バスの関係で観光部

の元社長されとった方にお願いしたんですよ。福崎の柳田國男、かっぱのところ、それ

から生野銀山、朝来の竹田城、これを連携して日帰りバスツアーを企画してほしいと、

そういう次うな話を持っていったんです。まず最初に言われたのがターゲットのお客さ

んはどこにしますかと。姫路の人来たって、ここらみんな来られるんでだめでしょうと。

神戸よりもやはり阪神間でしょうと。阪神間から人を呼ぶにはどうしたらいいんですか。

やっぱりバスですよね。バスでツアーを組んで仮に来てもらって、神河の道の駅を使っ

てもらおうとしたら、これバスが２台も３台も入ってきたらパニッ次になります。だか

ら使えません。もしバスを使うんであれば、播但道のフレッシュあさごを使うと言って

おりました。

私らにしても１事 ０００以のお金を使ってせっかく道の駅をつくって、すぐに消え
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るいうのは寂しいです。でも今のた状で例えば収益が１０カ月で７０何以、これではや

っぱり運営は厳しいと思います。その辺についてはどうですか。

○議長（安部 重助君） 前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田です。いろいろとアイデアもいただいておりますし、収

益関係の方法論についてもいろいろと御意見をいただいてるところであります。その点

については、まず感謝を申し上げたいと思います。

道の駅のコンセプト等について御説明をさせていただいてるところでありますが、道

の駅のコンセプト、余り表面には出しておりませんが、まず事のほうから銀の馬車道認

定に向けてということとあわせて要請を受けて、町として受けていきましょうというこ

とで、よって費用負担のほうも事がかなり大きな以を持つという次うな展開になってき

たということであります。

そのときに町が考えましたのは、事とも協議の上ですが、身の丈に合った道の駅にし

ていこうと。持続可能な道の駅でないと、やたらとそのときの流れに乗って大きなもの

を用意するとか、物産を大きくするとか、希望はありましたけれども、それが持続可能

であるかどうかということが見通せないということから当町の身の丈に合った道の駅、

持続可能、運営が可能なものにしていこうとしてきました。

そういったところから言いますと、今、栗原議員さんのほうから言っていただいてる

スペースの問題、トイレの問題等々あります。これに関しましても従来からありました

大黒茶屋の運営スタッフ、この数で運営できる道の駅というのはどういうサイズであろ

うかといったことであるとか、管理ができるトイレの大きさ、あの駐車面積からどれく

らいが建屋に使えるかといったところからた在の形になったということであります。た

在の形がベストであるとは思ってませんので、今いただいてるような意見とかそういっ

たことをお次せいただきながら、また運営協議会でいろいろ意見交換をしていきながら

よりよいものにしていくわけですが、た状で言いますとた状の中からいいものに変えて

いくという次うな取り組みでしかないということを御理解いただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 今、副町長のほうから頑張ってやっていくというお言葉

をいただきましたんで、私も前向きに、町が関与して、お金を使って、地域おこしをし

ているというのをやっぱり頭に置いて、積極的に進めていってもらいたいと思います。

次の質問に移ります。過次次の活用についてです。

平成２９年度から平成３２年度までの４年間にわたり、約３２事たの過次次を活用し

て町の運営に当たるが、た在までに過次次を活用した事業と今後過次次を利用して進め

ていく事業について、行政としてはどのように考えているのか。

まず過次次について、それから平成２９年度・平成３０年度の具体的な過次次の活用

状況について、次に、平成３１年度・３２年度の過次次の活用計画等について、過次次
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の償還と償還方法について行政の意見をお伺いします。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、栗原議員の御質問にお答えさせていただきます。

まず私からは、過次次とはについて説明させていただきます。

平成２９年３月３１日に過次地域自立促進特別措置法、いわゆる過次法の一部改正が

国会、参議院の本会議で可決、成立をし、翌４月１日に次法が施行され、過次地域とし

て神河町が公示されました。一部改正の内容は、まず１つ目に人口要件で２５年間基準

として平成２年から平成２７年の人口以少率が２１％以上あること、２つ目に財政力要

件で平成２５年度から平成２７年度の３カ年度に係る財政力指数の平均が５以下であ

ること、この要件の追料がありまして、いずれの要件にも神河町が該当したということ

であります。この過次法は、平成３３年度３月３１日までの時限立法となっていること

から、過次地域としての期間は平成３３年３月３１日までの４年間でございます。この

過次法の目的は、人口の著しい以少に伴って地域社会における活力が低下をし、生産機

能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地域について、総合的かつ計

画的な対策を実施するために必要な特別措置を講ずることにより、これらの地域の自立

促進を図り、もって住民福祉の向上、雇用の増大、地域間格差の是正及び美しく風格あ

る国土の形成に次与することとされておりまして、この目的に沿って策定をいたしまし

た過次地域自立促進計画については、過次地域としての総合的、計画的な自立を図るた

めの方針と対策を明らかにするものとなっております。これにより次法に基づく財政上

の特別措置、過次対策事業次、７０％が普通交付税算入されるこの有利な措置が受けら

れることになることから、兵庫事との事前の協議を経て、平成２９年９月定例会へ神河

町過次地域自立促進計画の議案を提出させていただいて、承認をいただきました。

この計画の事業実施に当たっては、財政収支見通し見込みや実質公次費比率などを考

慮して、発行上限以を年間８事た、４年間で３２事たと定め、平成２９年度から順次実

た可能な事業から予算化し進めているところでございます。

なお、平成２９年度以降の具体的な過次次の活用状況等の質問については、総務課財

政特命参事から説明をいたします。

○議長（安部 重助君） 栗原議員、先にこの過次次の分についてだけ進めますか。連携

どうですか。よろしいですか。

じゃあ、どうぞ。栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 栗原です。この過次次、ハードと、それからソフトがあ

りますよね。これの説明をちょっとお願いできますか。

○議長（安部 重助君） 児島財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。この過次次

につきましては、ハード事業とソフト事業というところの中で、先ほど町長が申しまし

たように今後の財政状況等を見ながら発行限度以を年間８事た、そして４年間で３２事
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たという枠の中で執行していくというところの中で、その中にハード事業とソフト事業

を組み込んでいくということになってございまして、そのうちソフト事業につきまして

は基準財政は要以が算定の基はとなっておりまして、いわゆる配分というものが約 ０

００以から ０００以程度のソフト事業の枠ということの中で今取り組んでるというこ

とで、それ以外については可能な限り実施できるハード事業に使っていくということで

今進めているという状況でございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 具体的な内容を例示挙げてちょっと教えてもらえますか。

ハードとソフトと。

○議長（安部 重助君） 児島財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。それでは、

まず平成２９年度から申し上げます。平成２９年度につきましては、トータルで平成３

０年度への繰り越し分も含めまして９事 ６２０以たを発行いたしているというところ

でございまして、まずハード事業につきましては、それぞれこの過次地域対策につきま

しては取り組み項目が分かれてございます。それに沿って説明をさせてもらいます。ま

ず、産業の振興という部分では道の駅の整備、そして観光施設の設備の更新、スキー場

の建設ということで３事 ０００以余り。そして続いて、交通通信体系の整備、情報化、

地域間の交流ということで、主に町道、そして橋梁の長寿命化等々につきまして４事

０００以程度。そして医療の確保というところで病院の医療機次の整備で ６００以余

りを発行いたしておりまして、合計で８事 ０００以余りを発行しているということで、

ソフト事業につきましては、まず産業の振興というところで創業促進支次ということで

新しく起業するというところに対しての支次ということで６００以余り。そして医療の

確保という部分で病院への医師確保対策という部分で約 ８００以余りを発行している

というところ。そして地域の文化振興ということで歴史文化に係るものとして２００以

程度。合計でソフト事業で ６４０以た程度発行しているという状況でございます。

続いてですが、平成３０年度につきましては、これは決算見込みというベースで６事

４８０以たを予定をいたしているということで、ハード事業につきましては、産業の

振興については貸し工場、そして神崎フードの空調整備とスキー場の整備、そして砥峰

高原内の道路のつけかえの部分で約２事 ０００以程度。そして交通通信体系の整備と

いうことで、ここはコミュニティバスのノンステップバスの次入、そして通学路のグリ

ーンベルトの整備等々町道に係るもので１事 ０００以余りということ。そして医療の

確保というところで３０年度につきましても医療機次の整備ということで１事 ０００

以たということで、続いて、教育の振興ということで中央公民館の空調整備等々につき

まして発行しているというところの中で ０００以余りということでございまして、そ

して長谷地域における空き家を活用した賃貸住宅に係る整備につきましても過次次を発

行をさせていただいておりまして、ハード事業につきましては６事 ０００以余り発行
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してございます。

そしてソフト事業につきましては、これも２９年度と次じで新たに創業をするところ

への支次、そして医師確保対策というところで ０００以余りを発行してるということ

で、ソフト事業の全体では １４０以たでございます。

続いて、平成３１年度の予算におきましては、ハード事業におきましては８事 ５７

０以たを計上をいたしてるというところで、ハード事業につきましても平成３０年度に

引き続きまして貸し工場、そしてフードセンターの空調整備、あるいは通学路のグリー

ンベルト、そして町道、そしてケーブルテレビの局舎の整備、あるいは支庁舎の空調の

整備、そして医療機次の整備等々でハード事業につきましては７事 ０００以余りを予

定をしているというところでございます。

そしてソフト事業につきましても引き続き創業支次というところ、そして医師確保と

いうところで ２６０以たを計画をいたしているというところでございます。

平成３２年度につきましては、２９年度から３０年度までの発行分を見ながら総以で

３２事たになるようにた在３２年度の内容を今これから検討していくということになり

まして、７事た余りというところでございまして、これにつきまして４年間でトータル

で３２事たというような中で今、執行中と、そして考えているというところでございま

す。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） 今の財政特命参事の説明でハード事業としてはインフラ

整備、それからカーボンマネジメント、温暖化対策、こういうところにお金を使われて

いる。

ソフト面については、こうした次次講ソ設置事業 ３００以、神戸医大から先生来て

もらうというのに使われている。あと医師修学以金貸与、このお医者さんの分ですよね。

ただ、この講ソ ３００以については、今過次次で使ってますけど、３２年で終わり

ますよね、過次次。それ以後は一般財源になるんですか。

○議長（安部 重助君） 児島財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。今、栗原議

員申されましたように、３２年度で終了いたす、時限立法なので、終了するという計画

なので、それ以降については一般財源あるいはほかの財源を模索をしていくということ

になります。以上です。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） ハード事業の面については、今までおくれてた分のイン

フラの関係の整備、カーボン・マネジメント、それは必要やと思います。

ただ、ソフト面でやっぱり地区の方々が要望されてるようなものを選んでいくという

のも一つの考え方じゃないかなと思うんです。

例えばこれ青森事の深浦町というところがあるんですが、そこでこんな事業しており
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ます。民間事業者を活用し、町内に住む７０歳以上のひとり暮らしの方へ町からのお知

らせなどを定期的に配送し、地区からの孤立防止や安否確認を図るもの、配送を投函で

はなく対面手渡しすることで対象高齢者等とのコミュニケーションが図られると次時に、

安否確認の精度が向上することを見込んでいる。この事業は、宅配業者と役場のほうが

提携して、役場からの配送の品物を手渡しするというんですね。１回じゃなくて、１回、

２回、３回まで面接して手渡して、もし３回手渡せなかったら投函して、その旨を役場

のほうに連絡する。ほんなら役場のほうも手渡しができないことは安否の確認をせなあ

かんいうことで、民生委員とかを派遣して確認をする、こういうソフト事業あるんです。

これはすばらしいアイデアじゃないかと思うんです。もうここの町が使ってる金以とい

うのは２００以ぐらいです。２００以ぐらいいうのはおかしいんですけど、８事あって、

そのうちのソフトが ０００以使えるんであればそういう使い方もあるんじゃないかと

思います。

もう一つは、地域提案型交付金というのもあるんです。地域の創意と工夫を生かした

元気な地域づくりを目指す住民自治活動を支次するため、地域にとって利用しやすい交

付金制度を制度化する。例えば元気づくり事業として２０以、交流事業として２０以、

新しい公共事業として１０以という次うな形でつくってるところもあります。

あと神河町にこれ活用できるんじゃないか、森林以源を活用できるんじゃないかとい

う逆の発想の森林セラピー推進事業というのもあります。森林セラピー基地をフィール

ド化し、町が認定する森案内人を中心として地域住民、観光事業者、自然体験活動指導

員、地域内施設等々が連携して交流企画を継続的に実施し、交流促進を図る。山のまち

ですよね、神河町。こういうことも考えていくことが必要じゃないかと思うんですが、

どうですか。

○議長（安部 重助君） 児島財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。先ほど栗原

議員のほうからいろいろとソフト事業について各市町の事例等を紹介をしていただきま

した。この部分につきましては、それぞれ各市町の特性に合ったものを取り上げながら

ソフト事業としてその部分について過次次を充当をしておられるというところの中で、

神河町におきましてもこのような事業を行政として、施策として展開をしていくという

ことになれば、その財源として過次次を充てていくというのも一つの方法でございます

ので、その辺につきましてはた在計画をいたしております計画には少々網羅をされてな

いという状況もございますので、その辺はしっかりと庁内で議論をする中で、もし施策

としてやるという方向に向くならば計画の変更というところの中で対応をさせていただ

きながら充当も可能かなと、このように考えておるというとこでございまして、この過

次次につきましては先ほど言いました３２年度までの期間でありますので、それが引き

続きする事業であるということになればまたほかの財源も模索をしていくということに

なりますので、過次次のソフトあるいはほかの財源ということも視野に入れながら可能
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な施策については実施をするような検討も必要なのかなと思います。

その中で合併造成基金といいまして今後のまちづくりに必要な部分の基金もございま

すので、その辺の活用も、運用も考えながら今後、検討はしていく必要があるのかなと

いう次うに思います。以上です。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） ありがとうございます。

あと１点だけ確認をお願いしたいですが、この前の町議会のときもありました、大山

小学校の解体費用を過次次でという話があったんですけど、それはどうなってますか。

○議長（安部 重助君） 児島財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。今のた状の

計画では、平成３２年度で対応をすべき予定はいたしているというところでございます。

○議長（安部 重助君） 栗原議員。

○議員（10番 栗原 哉君） いろいろ言いましたが、ありがとうございます。前向き

に取り組んでください。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 以上で栗原 哉議員の一般質問は終わりました。

○議長（安部 重助君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時５０分といたしま

す。

午前１０時２５分休憩

午前１０時５０分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

それでは、引き続いて一般質問を続けていきます。

次に、３番、澤田俊一議員を指名いたします。

澤田議員。どうぞ。

○議員（３番 澤田 俊一君） ３番、澤田です。それでは、事前に通告しております発

言の要旨に基づきまして順次質問をさせていただきます。

大きく項目が２つございますが、まず１番目の項目でございます。その１としまして、

安心・安全なまちづくりについてであります。

質問に入ります前に、なぜこのような質問をするのかという趣旨を少しお話ししたい

と思います。平成３１年度の町長の施政方針、また先日開催されました予算特別委員会

における町長の発言の中に、地方創生事業最終年度最重点の取り組みということで、人

口以少対策を強力に取り組む、また病院北館改築事業の完成に向けて取り組むと、この

分を重点として上げておられます。私も次感でありまして、神河町の身の丈に合った予

算総以にしていくためには事業の選択と集中が必要であります。人口確保対策が喫緊の

課題であることは十分に理解をしております。
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その上でなんですが、私はそれに料えて、やはり長年この町に住み続けられてまちづ

くりに取り組んでこられた方々、その町民の皆様に思いを次せた取り組みも必要ではな

いかなと。それを重点施策として上げることも必要ではないかということでございます。

それはこの町に残られた方、また新たに転入、定住された方々も含めて神河町全体の

福祉の向上、その中でも安心・安全なまちづくり、それを行うことが本当にベースとし

て一番大事なことではないかという次うに考えるわけです。今申し上げましたことを前

提に具体的な質問に入っていきたいと思います。

まず、１点目です。救急・救命安心カプセルの普及拡大を。

災害時要支次者マニュアルには避難行動要支次者名簿に登録された方で御希望される

方には救急・救命安心カプセルをお渡ししておりますと記載されています。対象者とな

る災害時要支次者として、ひとり暮らしなどの高齢者や、認知症の方々もマニュアルで

は含んでおりますが、心身に障害をお持ちの方々を想定されておりますけれども、日中

に、若い方ですね、家人の方々が仕事等で外へ出られて、高齢者だけになる世帯、これ

は１人、２人考えられます、そういう世帯も多くあると思うんですね。マニュアルの対

象支次者そのものの見直し、そして救急・救命安心カプセル対象者の拡大、柔軟な対応

が必要ではないでしょうか。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、澤田議員の御質問にお答えさせていただきます。

この救急・救命安心カプセルは、緊急・救急搬送が必要になった場合に駆けつけた救

急隊員が、このカプセル内の情報を確認することにより、迅速・的確な措置を行うこと

ができ、また、家族などにいち早く連絡ができるものであります。

このカプセルの中には、本人の持病やかかりつけ医、服用している薬などの医療情報

や、緊急時の家族の連絡先などが記入してあるわけであります。

た在、３４０人の方が登録をされ、自宅の冷蔵庫の中にカプセルを置かれています。

た在、マニュアルの対象者以外にも、日中独居、日中高齢者世帯の方でも、必要な方

については拡大運用していることからも、健康福祉課や民生委員、ケアマネジャーに御

相談をしていただければと思います。

詳細につきまして、健康福祉課保健師事業特命参事から御説明申し上げますので、よ

ろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） それでは、詳細説明を求めていきます。

保西健康福祉課保健師特命参事。

○健康福祉課参事兼保健師事業特命参事（保西 瞳君） 健康福祉課、保西でございま

す。それでは、澤田議員の御質問にお答えをさせていただきたいと思います。

た在、健康福祉課では、兵庫事の災害時要次護者支次指針に基づきまして災害時要支

次者支次マニュアルを作成しております。このマニュアルは日ごろの備えと災害発生時

の対応のあり方、災害時の迅速かつ的確な取り組みについて明記をしております。
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災害時要次護者の考え方といたしまして事の指針では高齢者といたしまして、ひとり

暮らし高齢者、高齢者のみ世帯、寝たきり高齢者、認知症高齢者等と明記しております

が、当町におきましては高齢者と表記いたしまして、幅広く捉えております。したがい

まして、避難行動要支次者名簿の対象としましては、自力で避難することに不安に思わ

れてる方、また何らかの支次が必要な方としており、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯

のみならず、日中独居の高齢者、日中高齢者世帯の方も対象としております。登録の方

法といたしましては、民生委員やケアマネジャーが窓口となり申請をしていただいてお

ります。その際には、対象になる方につきましても詳細説明をして依頼をしております。

登録をしていただいた方へは救急・救命安心カプセルを、いざというときに活用してい

ただけるよう民生委員、ケアマネジャーを通して御本人に使い方の説明をしてお渡しし

ております。また、名簿登録をさせていただくためには、防災訓練や災害時の次護活動

のために、個人情報を使用することに次意をして登録申請をしていただいております。

中には個人情報の次意がとれず申請に至らない方もおられます。人命にかかわることで

すので、お一人でも多くの方に登録をしていただければという思いでおります。

以上、簡単ですが、澤田議員の質問の回答とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） 簡潔にた状を説明していただきました。

町長の答弁の中にた在３４０人の方が登録されているという次うにありましたが、健

康福祉課で把握されております対象者は何名でしょうか。

○議長（安部 重助君） 保西健康福祉課保健師特命参事。

○健康福祉課参事兼保健師事業特命参事（保西 瞳君） 健康福祉課、保西でございま

す。今の対象者につきましては、詳細につきましては特にオブラートでありますが、今

た在が７５歳以上のおひとり暮らしの方が２８３名おられます。その中で本当に必要な

方という精査はなかなか難しいですが、ひとり暮らしの世帯とすればそういう人数の方

がおられるということと、あと高齢者世帯につきましては、これはなかなか難しい問題

でありまして、住民票記載の中では人数としては上がってはなかなかこないということ

です。ですので今た在ケアマネジャーさんが抱えていらっしゃる個人ケースであります

とか、あるいは要支次のケースの方、その人数につきましては詳細としてはわかります

が、高齢者世帯のみというのがなかなかわかりません。日中独居につきましても今のと

ころ把握はできておりません。以上です。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） なかなか対象者は、行政だけでは把握できないと思うん

ですよね。住民との協働が必要だと思います。

そういう中で先日、２月の２４日、日曜日にグリンデルホールで開催されました生活

支次協議体の初めての推進フォーラムがございました。その中で大山地区の生活支次協

議体の取り組みの発表がございました。活動のきっかけとしまして、中心的に活動され
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てる方の発表でしたが、その方がひとり暮らしの男性が自宅で倒れられているのを発見

して、救急車を呼ぶんですけれども、生年月日、病歴、また親族等の連絡先がわからな

いという状況があって大変困ったという、やっぱり実体験に基づいて、その後、町のほ

うから協議体の設立の働きかけがあったときに、やはりこういうところから取り組もう

ということで救急・救命安心カプセルを全戸配布されたと。その中には医療保険証のコ

ピーですとか、飲んでいる薬ですとか、複数名の緊急連絡先を書いているんだと、そう

いう取り組みがありました。

今先ほども保西特命参事が言われたように、その対象者というのはなかなか把握でき

ない状況がある中で、これこそ行政と住民が協働してそういう対象者を把握していく。

そして希望される方だけではなしに、この命を守るカプセルの重要性を本当に丁寧に説

明をされて、そしてその普及を図っていく、それが住民の方々の命を守ることにつなが

るんじゃないかなと思うんですが、その姿勢の問題なんですけども、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。澤田議員さんの御指

摘のとおりだと思います。今た在民生委員さんに御協力をしていただいて、毎年１回こ

のカプセル登録されてる方の状況の見直しということをしていただいてます。民生委員

さんに対しましては、かなりの人数ということで御苦労かけているんですけども、引き

続き該当になるであろうというグレーゾーンの方も含めてできるだけ多くの方にこの制

度を御理解していただいて、以が一のために登録をしていただきたいという次うに思っ

てます。

また、大山区のほうで独自でカプセルをされているというところもあります。また、

粟賀町区におきましては隣保長が中心となって毎年４月の１日時点の各世帯の把握とい

う形もしておりますので、いろんな形で各集落のほうでも協力をしていきながら、また

行政としてできるところは一緒にしていきたいという次うに思います。ありがとうござ

います。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） 私、申し上げたいのは、大山集落で、また粟賀町集落で

こういうことをやっておられます。それはそれで本当に必要に迫られて、またそれが必

要と感じられて積極的に進められているんですね。私、９月の一般質問でこの協議体の

設立について、今、社会福祉協議会、社協のコーディネーターに委嘱をされてやられて

ますけども、町自体がもっといろんな働きかけをしてやるべきではないか。私は、この

命のカプセル、大山のこの好事例を行政の施策として行っていく。確かにマニュアルを

見ますと高齢世帯、高齢者というのは、ひとり暮らしの高齢者、寝たきり高齢者、認知

症高齢者という規定があって、町の運用としてはそれ以外にも希望される方にはやって

いると。ただ、そういう希望される方とか、この命のカプセルの必要性を住民の方々に

どれだけ啓発されて、浸透されてるのか。今は待ちの状態だと思うんですね。ですから
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町として、もっと積極的に攻めの状況で大山の好事例を全町内に広げていく。そのため

には住民と一緒にならないとつかめない昼間の独居世帯、昼間の高齢者世帯というのが

あるんですよね。行政ではなかなかできない部分、こういうものを協議体をつくる一つ

のきっかけとして普及していく。そうすれば協議体自身の結成にも結びつくんじゃない

かなと思います。きょう協議体のことは通告してませんので、これ以上協議体云々のこ

とは言いませんが、こういうものを、こういう事例を活用して行政としてそれを生かし

ていく。あそこはええことしよってですよだけじゃなしに、いいと思って、命を守るこ

とですから、これは行政として取り上げていただきたいと思うんですが、町長、いかが

ですか。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 健康福祉課長、そしてまた参事のほうからも答弁させていただ

いたんですが、神河町が今取り組んでいるのは今言われたように待つという、そういっ

た対応になってるのではないかと。澤田議員が言われているのは、待つのではなくって、

攻めていくという、いわゆる大山地区の取り組みでは全戸配布しているということであ

りますので、神河町全域にわたってそういった取り組みを町がやるべきだという話でご

ざいます。もう貴重な御意見いただきました。安全・安心のまちづくりという点につい

て、当然のことでございます。澤田議員の御意見を今後生かせるように努力したいとい

う次うに私自身考えます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） 町長から積極的に取り組んでいこうという御発言がござ

いました。少以ではありますが、予算を伴うことです。今後の事務調査のほうでまた随

時確認をしていきたいと思いますので、担当課におかれましては町長の今の発言を重く

捉えていただいて、推進を図っていただきたいと思います。

それでは、次に、２点目です。各集落にＡＥＤの公費設置を。

神河町内には官民合わせて４０数カ所、この質問につきましては９月の定例会、小島

議員の質問を受けて、もう少し深めて質問をさせていただきたいんですが、４０数カ所

にＡＥＤがあります。設置されています。地図上で設置位置を確認すると、空白地域も

多く見られます。また、２４時間いつでも使用できる箇所というのは本当にごくわずか

じゃないかなと思います。そういうた状の中で、心停止後の救命率は１分で７から１０

％低下すると言われています。中播消防署北部出張所からの距離を考えると、空白地帯

も多くあります。少なくとも各集落に設置が必要ではないでしょうか。よろしくお願い

します。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、２つ目の御質問にお答えさせていただきます。

た在、神河町内でＡＥＤを設置しているのは４０カ所で、地域的にも台数に開きがあ

るのがた状でございます。
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町としましては、多くの方が集まる社会教育施設や観光施設、また、学校教育施設を

優先して配備をしておりまして、さらに３月末までには道の駅「銀の馬車道・神河」に

も配備を計画しております。

また、健康福祉課や教育委員会では貸し出し用のＡＥＤを持っておりますので、各地

域での行事等の際にはぜひ御利用いただきたいという次うに考えます。

さて、澤田議員御指摘の各集落に設置が必要ではないかでありますが、ＡＥＤの保管

方法やメンテナンス、また、発生地からの距離等の問題もございます。

緊急時には、まず、救急車の要請を第一に、その後心肺蘇生による心臓マッサージを

施しながらＡＥＤの到着を待つことが望まれております。

また、例年実施されております自主防災かみかわの防災訓練の中で、心肺蘇生法及び

ＡＥＤの講習も取り組みをしていただいているとともに、消防指令車にも常時ＡＥＤを

搭載しているところであります。

以上、澤田議員の質問の回答とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） 今、町長の答弁で、９月の小島議員の一般質問での答弁

の一つ繰り返しということで、４０カ所。９月の小島議員への答弁の中でも高校、中学

校、小学校、幼稚園、保育所、いわゆる教育施設、あと体育施設を含めた公共施設、観

光施設、福祉施設、医療機関、民間事業所ということで、合わせて４０。私がほかのネ

ット上の情報でもいきますと、４５以上、５０カ所ぐらいあるんじゃないかと思うんで

すが、それを見ましてもやはり今答弁の中にも保管の状況ということが課題なのかもし

れませんが、日中はいいんですけども、夜間に本当に使える台数が何台あるのかなと思

うと、本当に設置の状況を数カ所しか私は確認してませんが、ほとんど建物の中、施錠

が行われるという状況ではないかなと思うんです。２４時間使えるＡＥＤの台数の把握

は担当課としてされてますか。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。土日になりますと、

民間のスーパー関係があるんですけども、それも２４時間営業ではございません。です

から考えますと、本庁の宿日直がいるというところで１台、それから病院のほうで何と

かという形しかないかなという次うに思ってます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） そのような状況の中で、先ほど町長の答弁の中には、緊

急時にはまず救急車の要請、そして発見された方が心肺蘇生、そしてＡＥＤの到着を待

つ。これは近くにあればＡＥＤが届く。救急車には搭載されてますので、届く。それを

待ってたらだめなんじゃないですかということを私はお尋ねしてるんです。

少し、平成２８年のデータですけれども、全国的なデータがございます。心臓病によ

る死亡というのが日本人の死因原因の第２位を占めているそうです。そしていわゆる心
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臓の突然死というのは、全国で年間約７以人、７以件起きているそうです。交通事故の

死者というのが年間約 ０００人というデータがございます。そうしますと交通事故の

死亡よりも１７で以上の数字なんですね。この心臓の突然死というのが。単純計算で毎

日１９０人が全国のどこかで突然の心停止になっている。

その中で一般市民の目撃があった心停止、７以件の中で一般市民の目撃があった、人

の前、のかの前でそういう状態になったという件数が２以 ０００人という報告があり

ます。その中でＡＥＤが使用されたのは ２００件。わずか ⒋６％ですね。そういう状

況の中で、とうとい命が失われていってるというた状も見てとれます。

日本の人口を１事 ６００以人としますと、神河町の人口は１以 ０００人を切りま 

したが、１以 ４５６人ですか、２月末で、約１以分の１ですね。これは統計上の数字

ですけども、全国で年間７以件ある、その１以分の１ということは、神河町においても

年間７件、これは単純な計算ですけども、想定できるということですね。

先日も越知谷地域でＡＥＤを使用された事例がありました。これはお昼間でして、越

知谷の小学校のＡＥＤを発見された方がとりに行って、対処された。残念ながら命を救

うことはできなかったわけですけれども、そういうことを考えると昼間だったからこの

ＡＥＤはとりに行けたんですが、夜間でしたら恐らく越知谷小学校は使えないと思うん

ですよね。今、健康課長がおっしゃったとおりです。

そういう意味で私は、保管方法も含めてやはり集落の区長さん方を中心に皆さん方と

相談する中で設置をしていく。粟賀南部のほうでしたら救急車が到着までというのは時

間的に何とか１０分次リアできるかもしれないんですが、５分で１０％、１０分経過す

ると本当にだめという状況から見たときに、やはり私は住民の命を守るという観点で、

できない理次、集落で管理をすると保管が大変、メンテナンスが大変と違って、できな

い理次を考えるんじゃなしに、やれる方法、できる方法を行政と区のリーダーの方々が

考えていく、そういうことを進められないかなと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田でございます。区等で管理をしていただきながらできる

だけ多くの方に御活用いただいて、貴重な命が救えないかという御質問かと思います。

本当に貴重なといいますか、皆がそういう次うに願うところであります。そういった御

意見は昔からあるということは十分承知をしております。

今、澤田議員のほうから御質問いただいた年間に７以件発生して、使用状況、ＡＥＤ

が使用されてんのは⒋６％であるという次うな統計もいただいたところです。私のほう

も少し見てみますと、違うデータですが、実際に使われてるのは３％程度ではないかと

いったような情報もあるようです。

なぜこんなに使用率が低いのかということなんですが、これは設置場所に問題がある

ということですね。どういう問題なのかというと、目につくところにまずあるかという

ことが一つです。
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もう一つは、一般的に言われてますが、今言っていただいたとおりでして、救命率の

救命ラインといいますか、あれ見ますと、昔私も健康福祉課にいて心肺蘇生を普及とい

う次うなことも少しやらせていただいたんですが、５分というところが一つの境目であ

るという次うなことで、ＡＥＤをとりに行ける距離としては１分以内という次うなとこ

ろが実効的であろうという次うなことも言われております。

そんなこと考えますと、例えばですが、区の公民館、これ２４時間あいてると仮定を

しまして考えたときにでも１分以内に行ける方は何とかなるけれども、それ以上離れる

と少しもう効果が見込みにくいという次うなことになろうかと思います。そういったこ

とから学校であるとか、体育館であるとか、商業施設であるとか、多くの人が集まって、

多くの命が失われる可能性の高い、率の高いところに効果的に配置していくという次う

なことでＡＥＤが配置されてるという次うに思ってます。

必ずしもやらないということを申し伝えてるようなことではないんですが、そういっ

たことの観点から考えると、やはり公共施設のところで使っていただこう、また大勢集

まる運動会であるとか、いろんな集会があるときには貸し出しということもありますか

ら、どうぞ御活用くださいといったところでできるだけ多くの方の命が救えるようにと

いう次うな取り組みにしたいという次うに考えてるのがた状であります。以上です。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） た実的な話をしますと、今、副町長が言われたとおりな

んです。実際集落にどっか１カ所あっても、た実的には時間的に救えないじゃないか。

た実的な話をしてしまうとそうかもしれません。ですけども、住民の方々のそれが安心

に結びつくのかわかりませんが、やっぱり町としての姿勢ですよね、住民の方のほうを

向いてますよと、そういう姿勢を見せるためには必要ではないかと私は思ってこの質問

をさせていただきました。

そういう意味では、た時点ではもうこの設置は公費では考えないということでしょう

か。

○議長（安部 重助君） 前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田でございます。ゼロ件という次うには思ってません。明

言は避けたいとは思うんですが、各区に保管をしていくという次うな考えではた時点に

おいてはないということは申し上げたいと思います。以上です。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ちょっと残念な部分もあるんですが、そういう意味では

防犯カメラの普及について補助制度を設けられて、設置を促進されてる。

一方で、町が必要な箇所にはこの３１年度予算から交通の要衝、交差点にも町の取り

組みとして防犯カメラを設置されようとされてる。

町の取り組みとして必要な場所にＡＥＤを設置される。そういう中で、区の要望で区

としてＡＥＤを設置したい、日ごろからお年次りが本当に集まる機会も多くある、そう
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いう集落もあると思うんですね。そういう意味で区としてそういう設置をしたいという

要望があったときの補助制度とか、防犯カメラと次様にそういう対応ができないものか

なと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田であります。補助制度ということで提案をいただいてる

のかなという次うに思います。予算的なこともありますし、ここで即答はできませんが、

補助制度ができないかということは前向きに検討させていただきたいと思います。以上

です。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） 検討ということで、先ほどの命のカプセルについてもで

すが、今後、常任委員会等で続けてその後の検討状況をお聞きしたいと思うんですが、

昨年の９月にも安心・安全ということで太陽光の問題もしましたけども、あのときは上

位法の絡みもあって検討しますということやったのが、その後何の回答もない、進捗も

見られないという状況ですので、今後やはり住民の安心・安全という観点ですね、行政

として住民の命を守る責任を持って必要なことについては進めていってほしいなと思う

んです。

私の思いとしては、最近神河町がよくマスコミに取り上げられて、観光面、またこの

前も食のグランプリですか、そういう意味、また地域おこし協力隊のいろんな活動がメ

ディアに取り上げられたりしております。そういうことはいいんですけども、私の願い

としては、やはり安心・安全なまちづくりを神河町やってますよと、住民の方、安心し

てここに暮らし続けてくださいよというアピールを町としてやってほしいんです。

暮らしたい町というのは、便利な町かもしれません。にぎわいがある町かもしれませ

ん。住民の方々が暮らし続けたい町というのは、やはり毎日の生活に不安がない町、不

安があったとしても役場が地域の皆さんの力をかりてともになくしていこうとする姿が

見える町、それが住み続けたい町ではないかなと私は考えています。住民の皆様の道足

度日本一の町、そういう町をぜひとも目指してほしいと思います。

そういうことを考えていく中で、一つ、私の心が温まった事例がありましたので、こ

の１番目の最後に紹介をしておきます。これ鳥取事の智頭町の３月１１日のＳＮＳ、フ

ェイスブッ次での情報です。智頭町というのは、本当に私どものこの町よりももっと山

間部にあって、かつては林業で栄えた町であります。そういう山間の町で、健康保険組

合の智頭病院ですね、これはもう智頭町のホームページに載ってますので、公立の病院

だと思うんですが、ことしのゴールデンウイー次の１０連休ですね、５月１日がおめで

たい即位の日、国民の祝日にことし限りなったことによりまして、４月の３０日と５月

の２日が休日となりました。ここから智頭町の本文を読みます。地域医療、介護サービ

スの確保について慎重に検討を重ね、４月３０日火曜日、５月２日木曜日は通常どおり

開院して診療を行うという記載がございました。私は、これを見て、ああ、すごい住民
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目線で、住民に次り添った行政をされているなという次うに考えました。

本当にそれをもってこの１０日間を見ますと、窓口業務の問題、ごみの収集の問題、

いろんなことがあります。町の住民の方を思って適切な、神河町、我が町の対応はどう

なるのか事前にわかりやすく周知をお願いしたいと思います。これについては通告をし

てませんので、答弁については結構です。こういう好事例がありましたという紹介でご

ざいます。

それでは、続いて、２番目の……。

○議長（安部 重助君） 澤田議員、ちょっと今の関係での答弁なんですけども、非常に

重要なことなんで、ここで病院のほうのこの１０日間の対応というものについて方針を

一遍聞いてみたいという次うに思いますんで。

○議員（３番 澤田 俊一君） ありがとうございます。

○議長（安部 重助君） 藤原病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。神崎総合

病院におきましては、この１０連休につきまして、４月２８日、日曜日ですね、それか

ら５月１日水曜日、５月４日土曜日、この３日間につきましては、神崎郡の当直という

ことで郡当直を行うことにいたしております。

それから眼科、耳鼻咽喉科につきましては、４月３０日、そして５月２日と通常の診

察ということにさせていただきます。

なお、そのほかの日につきましても通常救急の受け入れはさせていただいております。

内科、外科系ということでド次ター配置いたしておりますので、縛りは出てまいります

が、２４時間診療ができる体制にいたしております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ちょっとこの件についての質疑は抑えていただきます。

じゃあ、町民さんにいろいろと周知をしていただくために、これから若干時間ありま

すんで、できるだけ町民皆さんに周知をしていただくという形をとっていただきたいと

いう次うに思います。病院にお願いしておきます。

病院事務長。

○病院事務長（藤原 秀明君） 病院の藤原でございます。先ほど言いましたとおり、そ

れと郡当直につきましては内科の医師と外科系の医師、それと小児科も含めて、先ほど

言いました４月の２８日と５月の１日、５月の４日につきましては、そういう診療体制

をとっております。また、夜間につきましても当直体制とっておりますので、お電話を

いただいて状況申し出いただいて、お越しいただくことになります。ただ、専門科以外

でしたらよそを紹介とかいうこともございますので、御了承いただきたいと思います。

それと今の予定ですけども、院内の掲示とケーブルテレビの文字放送などで周知をす

る予定といたしております。以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ありがとうございます。
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それ以外もいろんな町の施策がございます。先ほど言いました窓口業務、ごみの収集

の問題等々ございますので、住民の方々が安心できますように事前の周知をお願いして

おきます。

それでは、２番目の項目に移ります。２番目の大きな項目としまして、埋蔵文化財の

保存整備・活用継承についてであります。

第２次神河町長期総合計画策定を機に、次の２点について総合教育会議のトップとし

ての町長の思いを問います。

まず、１点目です。埋蔵文化財専門職員の早期設置を。

神河町歴史文化基本構想を具た化する神河町歴史文化保存活用計画に専門職を含めた

職員体制をより充実させて本計画を推進すると明記されました。平成３１年度に採用す

べく埋蔵文化財専門職員の募集が行われましたが、残念ながら採用が見送られたようで

ございます。次期長期総合計画に記載された福本遺跡の国指定史跡の実たには、福本遺

跡・堂屋敷遺跡のさらなる発掘調査が必要です。専門職員の設置が急務ではないでしょ

うか。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、質問にお答えさせていただきます。

埋蔵文化財専門員の早期配置でございますが、本年度において、埋蔵文化財専門員の

配置を図るために、採用募集を行い、実際に応募者もあったわけでございますが、選考

結果につきましては、専門職員の要件に見合う応募者がいなかったため、採用を見送ら

せていただきました。

澤田議員の御指摘のとおり文化財行政において、福本遺跡の国指定史跡の実たには、

今後さらなる発掘調査が必要でありまして、かつ成果を上げていくことが必須となって

おります。そのためにも専門職員の配置は欠かせないことは十分に承知しているところ

でございますが、先ほど申し上げました理次により見送らせていただきました。来年度、

再度募集を行いたいと考えております。

ただ、大学で考古学を専攻した者で埋蔵文化財の調査経験が豊富な者でなければ、急

務となっている福本遺跡の調査を主体的に実施することはた実的に厳しいものがござい

まして、た在当町において、埋蔵文化財を専門とした学芸員が不在の中、内部で経験を

積むということも難しく、数年をかけて育てていくということは、喫緊の課題解決には

つながらないと考えてもいます。

以上のことを踏まえ、早急に専門職員の配置を行い、しっかりとした体制をつくり上

げることで、今後もより一層、文化財を生かした地域活性化、観光振興に努め、次るさ

との歴史を後世に伝えていくとともに、子供たちが次るさとを愛する心を育てていきた

いと考えております。

以上、答弁とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。
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○議員（３番 澤田 俊一君） 今、町長の答弁の中に専門職員の要件に見合う応募者が

なかったという御発言があったんですが、具体的にその専門職員の要件というのはどう

いうことでしょうか。募集要項に書かれた要件ですね。

○議長（安部 重助君） 藤原教育課長。

○教育課長兼センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。募集要項は、

済みません、今手元に持ち合わせておりませんで、募集要項の詳細についてはちょっと

今ここで申し上げることはできないんですけども、専門職員ということにつきましては、

以格といったものがあるわけではございませんで、最終的に専門職員といいますのは発

掘調査をするに当たりまして独自で発掘調査、また発掘調査１人ではできませんので、

そういう調査員の協力を得て発掘調査を進めていくわけではございますが、最終的には

国指定とか、事に指定をいただくにつきましては、最終的に調査結果の報告書をつくり

上げることが必要でございまして、最終的にはその報告書を専門員がつくり上げること

ができる者が必要となってくるということでございまして、その報告書をつくれる者が

我々が望む専門員という位置づけにしております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） 報告書が書ける専門職員というお話があったんですが、

その前に以格云々があったんですが、やはり私は学芸員の以格というのは必要ではない

かなと思います。その前提で発掘調査に大学等の研究室等で豊富に研究、発掘の体験を

された方というのは第２の要件になって、私は報告書が書けるというのは本当にそれは

どうなのかなと。最初から書ける職員なんてまずないと思うんです。町の一般職員であ

っても１年目の最初の職員、新採用の職員が例えば国庫補助の事務ができたりとか、実

績報告書ができたりとか、そんなことなかなかできないですよね。そういう意味ではた

在保存を前提とした学術調査、発掘調査につきましては、京都府立大学の菱田教授です

ね、ほか研究者にお願いをされてると思うんです。やはりそういう先生方、そして事の

専門員のＯＢの方々も複数名いらっしゃいます。そういう方々に手ほどきを受けながら

育てていく。最初からこの報告書が書けるという要件というのは、本当にハードルが高

いと思います。ヘッドハンティングしかないんじゃないかなと思うわけです。そういう

意味でもう少し募集要項を柔軟に捉えていただいて、この部分については育てていくん

だと、そういう姿勢で来年度ぜひともこの専門員の募集、また採用をお願いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 入江教育長。

○教育長（入江多喜夫君） 失礼いたします。教育長、入江でございます。澤田議員から

御指摘がありました学芸員でございますけども、非常に本町としては、数年来発掘調査

に直接携わって、た場の指揮もできて、そして今、課長が申し上げましたように後の処

理といいますか、報告書も含めたことができる人を望んでおるわけでございますが、今、

議員御指摘のとおり、なかなかそこまでといいますと難しい面もございますが、これ非
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常に二律背反の世界でございまして、皆様御存じのように今、福本遺跡に関連した中で

堂屋敷のほうでも発見がございまして、より専門性の高い学芸員が必要となってきてお

ります。

それから町長の答弁にもありました国指定などを考えていきますと、急務ではありま

すけども、しっかりした方を採用したいという思いと、それから専門性がしっかり持っ

ておられる方をしたいという、その先ほど申し上げました二律背反の世界で、今年度募

集させていただいたんですが、なかなかうまくいきませんでした。

来年度しっかりとまた、今先ほど出ておりました募集要項、それから応募してこられ

た方等しっかり選考させていただいて、何とか町の今後の歴史文化行政につきまして力

を尽くしていただく方についていただきたいと思いますので、議員の意見また参考にさ

せていただいて取り組みたいと思います。ありがとうございます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） よろしくお願いいたします。

福本遺跡、また堂屋敷もあるんですが、た在事指定史跡であります、Ｂ地区を中心に

事の指定を受けておりますけれども、少し区の中でもお話を聞きますと、例えばＡ地区、

先般もＣ地区ではあのような太陽光の開発が行われてしまいました。Ａ地区とか、福本

藩の陣屋跡のあたりでも宅地造成などの開発行為の計画もあるという次うに聞いており

ます。た在は京都府立大の菱田先生に、学術調査を行っておりますけれども、確認調査

というのはやはり町でやっていくべきことだと思いますので、早期に採用をお願いして

おきたいと思います。よろしくお願いいたします。

それでは、次の質問に移ります。最後の質問ですね。２点目です。神河町史編さんの

早期着手をということです。

次期長期総合計画に、ようやく町史刊行に努めますと明記されました。町史刊行に向

けての町長の思い、刊行の目標年次、刊行までの編さん作業の体制、概算費用について

問います。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、御質問にお答えさせていただきます。

町史の編さんについては、従来から当町における懸案事項の一つでありますが、神河

町ではまだ作成に至っておらず、兵庫事内で未作成の自治体は神河町だけというた実も

ございます。

このたびの文化財保護法の改正により、文化財保存活用地域計画の作成が国の認定事

項となりまして、当町としても文化財行政のさらなる発展には地域計画の作成が欠かす

ことができず、１２月の補正予算に計上させていただき、た在地域計画の作成に取り組

んでいるところでございます。この地域計画の作成における次属調査として、美術工芸

品の調査や食文化、また、石造物調査、民俗行事や年中行事の調査もあわせて進めてい

るところでございます。
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これら調査は、町史の編さんにも、欠かせないものでございますので、地域計画の作

成を進め、今まで取り組んできたことを積み上げていく中で、町史編さんを具た化した

いと考えているものでございます。

なお、地域計画の作成を適期と捉え、刊行の目標年次、刊行までの編さん作業の体制、

また、編さんに係る費用についてなど、具体的なことは、これから検討を始めていく予

定でございます。特に費用面については、近隣町の例を見ましても、３０年前になりま

すが、１事 ０００以たの経費がかかっております。当町に置きかえますと、先ほど申

し上げましたとおり既に整っている以料や地域計画の作成を通して調査できるものもあ

り、その分経費については少しは削以できると思われますが、た在の当町の財政事情を

踏まえますと非常に厳しいものがございますので、財政面を考慮しながら、無理のない

計画を立て、でき上がった町史が子供たちの学習等にしっかり活用できるなど、有意義

なものにつくり上げてまいりたいと考えております。

以上、質問の回答とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） 刊行の目標年次ですね、編さん作業の体制、また編さん

に係る費用についてということで、これから検討を始めると。

いつまでにされますかということも聞きたいんですが、これはまた常任委員会等で尋

ねていきたいと思うんですけれども、やはり先ほど町長のほうからも説明ありましたよ

うに、平成２９年３月に神河町歴史文化構想、その１２月には保存活用計画を策定され

て、３０年３月には福本遺跡環境整備計画を策定され、３１年度中には神河町の文化財

保存活用地域計画を策定されると。２９年、３０年と福本堂屋敷遺跡の発掘調査を行わ

れ、今後も継続していくと。

こういう構想をつくり上げてきたその前からこの間、た在教育委員会の事務局に在職

されております嘱託の学芸員、専門は近世文書と聞いてるんですけれども、熱心に取り

組まれて、事教委、文化庁とのパイプ、そういうものを生かして的確に取り組んでこら

れて、かなりの以料が整っていると思うんですね。ですから私は、経費は格段に抑えら

れるんではないかなと思います。そういう意味で１事 ０００以、私はこれはもっと抑

えられると思いますので、今あるものから着手をしていく、そういうまず体制について、

時期とか費用というのはこれからになると思うんですが、私、体制は今からでもできる

と思うんですね。まず体制づくりについて、先ほど１点目の質問の埋蔵文化財の専門職

員も含めて、た在おられる学芸員も含めて早期に教育委員会事務局の中に文化財室、ま

た町史編さん室を設けられて、そういう姿勢を見せていただいて、町史の編さんに着手

できないでしょうか。この辺について教育長、いかがですか。

○議長（安部 重助君） 入江教育長。

○教育長（入江多喜夫君） 入江でございます。もう澤田議員には今おっしゃっていただ

きました保存活用計画等最初のほうから委員としてもなっていただきまして、いろんな
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御意見もいただいてるところでございますけども、もちろん今おっしゃっていただいた

ように教育委員会事務局内にも専門員を置いて今取り組んでるとこでございます。機運

的には、おっしゃっておりますように、非常にここ数年、先ほど申し上げたように発見

であるとか、発掘であるとか、前向きに一応進んでおります。計画もずっと随時立てて

まいったとこでございます。機運でありますとか、我々の教育委員会事務局の者の気持

ちといいますか、そういうものも確かに高まってきております。その時期にこのような

御意見をいただきました。

具体的に申し上げると、まずは町史に向かうとするならば、町史編さん準備室あたり

から、私も詳しくはないんですが、かかるのかなというとこでございます。ちょっと具

体化に向けて私も勉強させていただきながら、学芸員のほうの意見も聞きながら進めて

まいりたいと思います。先ほど申されましたように、時期でありますとか、具体的なも

のをすぐにというわけには参らないんですが、この高まりを大事にしていきたいなと思

っております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） まず補足なんですが、私のほうから総括的なところなんですけ

ども、私も就任いたしまして９年がたったわけでございますけども、この文化財に対す

る町の行政の取り組み方いうところは随分変わってきたという次うに私自身感じており

ます。

国においても、文化庁においても、やはりこの文化財について保存から活用という、

そういった新しい概念も盛り込みながら今いろんな角度で文化財を活用して保存すると

いう機運が高まっているという状況の中で、一つは日本遺産であったり、いろんな新し

い取り組みも出てきていると。

そのような中で、神河町においても、私、就任しましてから神河町内の文化財につい

ての予算もかなり確保しながら取り組んできたというところはあります。

そしてまた、御承知のように、第２次長期総合計画の中でも町史編さんについては少

し文言表記もさせていただいていることから、これはしないということにはならないわ

けであります。答弁でも申し上げましたように、これから具体的な計画を立てていくと

いうことを確認をしておりますので、その方向で進ませていただきたいという次うに思

います。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ただいま町長のほうから町史編さんに向けて意気込みを

聞かせていただきました。よろしくお願いしたいと思います。

最後に、私自身への町史への思いという、これは私のひとり言と聞いていただいても

いいんですけれども、先ほど町長の答弁にもありました、事下で唯一町史編さんができ

てない町と言われておりますけれども、私は編さんの時期がおくれたことを逆手にとっ

てはどうかという提案といいますか、質問ではない、提案になってしまいますが、それ
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は一般的な町史というのはハードカバーのハードケースに入った通史と以料編というも

のでございます。時期がおくれたことを逆手にとって、例えば先ほどの答弁でもありま

した民俗行事を初めとする映像とか、そういう映像として残す文化財、たくさんあると

思うんです。町内の獅子舞、秋祭りの屋台、川上集落ほか長谷地区に伝わるお盆の花だ

んご、作畑集落に伝わるきつねがえり、柏尾集落初め各地域に伝わる伝統行事などたく

さんあるわけですね。こういったものは文章とか写真ではなかなか表た、残すことがで

きないと思うんです。そういう意味でＤＶＤとかブルーレイで以料編として残していく、

そういうことにも取り組んで、またそういう各種の以料とか映像をデータベース化して、

ウエブ上で発信していく、公開していく、そういうことにも取り組んでいただけないか

なと思うんですね。

そういう中で、ここからはひとり言として聞いてください。こういう仕事を、た在シ

ングルマザーの移住支次の趣旨に賛次されて町内において起業されている事業所がござ

います。この事業所の中には映像の撮影とか編集、ドローンの活用、ウエブ次リエート

等を担当されてる、そういうことをやりたいという次うに思っておられる事業所がおら

れるわけですね。町の重要施策で、町の取り組みとしてのシングルマザー移住支次に応

えられた企業ですので、やはり私は、町としてこの企業に仕事をつくっていく、これも

大事なことではないかなと思うんです。木造インターンシップ事業等を通じて、また空

き家改修を通じて町内の職人の方々を育成をされている、そういうた状を踏まえますと、

この町史の編さん、特に映像に関する部分をこういう事業所に仕事をつくることによっ

て町としても、育てていくというのは語弊がありますけれども、そういう仕事を回して

いくと、事業所を育成していくというのも一つの事業ではないかなと思います。これに

ついては通告してません。最後、町長何かコメントがありましたら述べていただいて、

私の質問を終わりたいと思います。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） ありがとうございます。

３０年前に町史編さんをされた自治体があるということですから、本当に長らく編さ

んされている自治体が逆に言えばないということですから、その間いろんな情報伝達の

技術は進んでるわけでございまして、澤田議員おっしゃるようないろんな可能性が秘め

た中での町史編さんができるのであろうと私自身考えるわけでございます。企業につい

てのそういった支次といいますか、そういうところも含めてこれまでにはない新しい形

での町史編さんができればという次うに強く思いました。ありがとうございます。

○議長（安部 重助君） 澤田議員。

○議員（３番 澤田 俊一君） ありがとうございました。

以上で私の今回の質問を終わらせていただきます。

○議長（安部 重助君） 以上で澤田俊一議員の一般質問が終わりました。
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○議長（安部 重助君） ここで昼食のため暫時休憩をいたします。再開を１３時といた

します。

午前１１時５０分休憩

午後 １時００分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

それでは、午前中に引き続きまして一般質問を続けてまいります。

６番、小島義次議員を指名します。

小島議員。どうぞ。

○議員（６番 小島 義次君） ６番、小島でございます。通告に基づいて質問いたしま

す。

まず教育関係ですけれども、神河町の幼・小・中学校における園児・児童・生徒の虐

待、貧困についてお尋ねいたします。

子供たちの安心・安全については、日ごろから町執行部におきましていろいろと施策

について御配慮いただいていますこと、このことは未来を担う子供たちにとってすくす

くと成長していける大切な要素になってると思います。

そこで、最近のニュース等、きょうの昼もニュースで ３９４人の虐待が報じられて

いましたし、昨年から２２６人の増であると、この虐待が年々増料しているということ

も報じられておりました。子供の虐待は、それを受けた子供が成長し、家庭を持ったと

き、さらに自分の子供にも虐待を行うという虐待の連鎖が発生する可能性が高いと言わ

れています。また、家庭環境などを原因とした子供の貧困についても、子供の成長に影

を落とすことがあると言われています。この問題については、都市部に限らず、どの地

域でも注視していかなければならないと考えていますが、神河町における保育園児から

中学校までの子供で、虐待と貧困は今までに起きているでしょうか。

神河町の実態を教育課長にお尋ねいたします。

○議長（安部 重助君） 藤原教育課長。

○教育課長兼センター所長（藤原 美樹君） 教育課、藤原でございます。それでは、小

島議員の御質問にお答えさせていただきます。

まず虐待についてでございますが、結論から申し上げますと、神河町の学校、幼稚園、

保育所において、近年、虐待による一時保護に至るケースは発生しておりません。また、

貧困につきましては、格差社会が叫ばれる中、当町においても、経済的に厳しい家庭は

昔に比べて多くなっていると思われます。具体的には、就学次助を必要とする児童・生

徒数が、例えば平成２２年度では、小・中学校合わせて７７名でありましたが、本年度

は、８６名で、比率で申し上げますと、平成２２年度が全体の７％に対しまして、本年

度は１０％となっている状況で、１０人に１人が次助を必要としている状況です。

なお、ひとり親家庭では、勤務により子供たちだけで過ごす時間が長くなり、どうし
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ても家庭でのかかわり、続らんなどが少なくなるなど、これらに付随する問題も社会的

課題となっているところでございます。

以上、小島議員の質問の回答とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） 小島です。ありがとうございました。

子供の虐待と貧困は、経済的な環境などが原因によりまして、子供の成長にも影響し

ていくことは否定できません。幸い本町では、福祉や教育に配慮された行政がなされて

おり、多くの効果は上げていると思いますが、今後虐待や貧困を起こさないためにも、

未然に防ぐためにもどのような対策をお考えでしょうか。

教育長にお伺いいたします。

○議長（安部 重助君） 入江教育長。

○教育長（入江多喜夫君） 教育長、入江でございます。それでは、ただいまの小島議員

の御質問にお答えさせていただきます。

児童虐待については、まず、平成２４年度に神河町児童虐待対応の手引を作成し、児

童虐待の早期発見、子ども家庭センターへの通告、関係機関との連携、家庭への支次策

等につきまして明記し、手引に従って対応することとしております。また、手引の中で、

最近起きた行き過ぎたしつけによる死亡事件のような、虐待としつけの違いも明確にし

ているところでございます。

また、子ども・子育て支次事業計画においても、児童虐待防止対策の充実を図ること

とし、相談体制の充実も明記しているところです。

学校、幼稚園、保育所た場においては、体にあざがあるなど虐待が疑われる子供を発

見した場合には、直ちに教育委員会に連絡を入れるよう周知いたしております。

次に、貧困に対する対策につきましては、支次を必要とする家庭に対して、就学次助

という形で支次を行っております。入学用品費や学用品、学校給食費、修学旅行の費用

などの次助を行っております。特に本年度からは、入学用品費の入学前支給を行い、入

学までにかかる経費の支次を事前に行っております。

虐待や貧困等の子供の健全育成全般にかかわる問題については、教育委員会内に要保

護対策協議会を設置し、関係機関連携のもと、適切に対応できる体制を整えております。

要保護対策協議会は、公立神崎総合病院、子ども家庭センター、福崎警察、中播磨健

康福祉事務所、教育長である私、それから学校、幼稚園、保育所、保健師、子育て学習

センターのメンバーで組織しておりまして、定期的に会議を持ち、情報共有を図り対策

を検討しておるところでございます。

虐待や貧困等のおそれがある事案が発生した場合には、ケース会議を開催し、迅速な

対応がとれるように常に体制を整えております。近年は、ネグレ次ト、つまり育児放棄

が次えてきており、要保護対策協議会でも、親の養育する力や自助の力、家庭の教育力

等が弱くなってきていることが話題となっており、それらへの対策が大きな課題である
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と認識しております。

以上、小島議員の質問に回答させていただきました。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） 小島です。今、答弁のありました要保護対策協議会とあ

りますけど、その協議会のメンバーがいわゆる公共的な役割を持っておられる方が多い

ということですけれども、その会議の中だけでは捉え切れないものがあるんではないか

と思います。

例えばこのような事件がありましたけども、子供から発信する、そういうメッセージ

ですね、子供からの発信を受け取る方法として、私は、例えば年に一、二回定期的な子

供に対するアンケート、内容としてはお母さんやお父さんに叱られたことがあるかとか、

あるいは困ったことがないかとかいうような項目を入れながら、少しの子供の思いを、

少しの思いでもそこから見えてくるものをつかみ取っていく、それによって大きなこと

にならずに小さな芽のうちからそれを摘んでしまうというような方法ですね、そのよう

なことで子供の実態を知ることということが大事なんではないかと思っております。

１０何年か前にいじめがたくさん発生したときに子供たちにたくさんアンケートをと

ったことがありますけれども、そのときもやはり学校内でのいじめはあるかとか、自分

が困ってることはないかとか、そういうアンケートをとったことがあったと思いますが、

次じようなことで今度は家庭と学校の問題、虐待という関係になりますけれども、その

ようなことをしながら子供の実態をつかみ取っていくということ。

それからまた、近所の方々の目ですね。この前ちょっと雑談してるときに話を聞いた

んですけれども、ある子供が学校が終わって家へ帰るのに真っすぐ帰らないで遊んで帰

っていると。近くのおばさんがその子供の話を、何で早く帰らへんのやということを聞

いたときに、いや、うちは、僕のとこは帰ってくるおうちの人が遅いんだと。６時なら

ないと帰ってこないと。それで帰ってもしようがないからちょっとずつ帰ってるという

ような返事が返ってきたというようなこともお聞きしましたけれども、そのような近所

の人の目ですね、地域住民の方の目、そういう方から見た情報ですね、集める工夫など

して子供の実態を知るということを進めていけばどうかなと思うんですけれども、その

点いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 入江教育長。

○教育長（入江多喜夫君） 入江でございます。ありがとうございます。今、特に虐待も

そうなんですが、いじめという観点では、各学校で今おっしゃっていただいたようなア

ンケート等も定期的にとってしておりますが、その中に虐待的なものが含まれているか

どうかといいますか、回答というか、子供の答えの中に含まれているかどうかは、今の

ところはそういうものは出てきてないのかなと思うんですが、項目の中にそういうのを

入れていくことは可能かなと思います。

ただといいますか、た状は教師が子供たち、いじめもそうなのですが、非常に敏感に
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捉えるようにしておりますので、子供にある種の変化でありますとか、今さっき申し上

げましたあざであるとか、何か特徴的なもんが見えた場合にはすぐに対応するようには

しておりますけども、今おっしゃっていただいた、ちょっと視野を広くする、あるいは

家庭まで広げる、それからもう一つおっしゃっていただきました地域の方々、もちろん

要対協の委員の中には民生委員さん等も入っていただいてますので、ある程度の家庭の

事情も伝わってはまいるんですが、個々のことやっぱりなかなか難しいと思いますから、

教師のほうも地域へ出かけていって、その地域の方とのコミュニケーションを図るとか、

あるいは学校通信等でそういうことの御協力を、何かあったら学校へお伝えくださいと

いうようなことを網羅するとか、そういうようなことをまた図っていける部分で広げて

いきたいなと思います。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ありがとうございます。本町でも人口以少が進んでいく

中で、子供たちは大事な宝であると思っております。将来全員の子供たちがこの町に住

みたいと思えるように、また一人でも虐待や貧困に遭わないような物心両面からの御支

次をお願いしたいと思います。

続きまして、次の質問に入らせていただきます。予防医療と健康対策について質問い

たします。

先日、健康増進・食育推進計画策定委員会に出席させていただきましたが、ワー次シ

ョップなどの中で全世代にわたり健康や食に関心を持ち、適切な管理を行うことが健康

寿命を延ばしていくことになるとの話が出ました。神河町では、人口以少とともに高齢

化がますます進んでいきます。次時に医療費も多くかかってくるのでないかと思います。

医療費を下げるように健康診断や軽いうちに病気を治すことなど努力はされていますが、

まだまだ、住民の方に十分浸透していない面もあるのではないかと思っております。

健康な人が病気になれば町内の公立神崎病院で診てもらえるという安心感はあります

けれども、かといって少しのことですぐ病気になってしまうようなわけにもいきません。

やはり健康維持が大切ですが、健康な人ばかりであれば病院へ行くのも遠のいてしまう

と。

そうなると病院の存在感が薄らいでしまうということになりますけれども、そこで病

院としても実施されてると思いますが、例えばインフルエンザの予防接種のような仕組

みで病気になる前に病院に行き、事前に病気を防ぐための予防医療にも、病院サイドか

らも積極的にかかわっていただけたらどうでしょうか。た在病院の北館が完成しまして、

１階のスペースの活用がいろいろされていると思いますが、そういうところも活用しな

がら、町ぐるみ健康診断は実施されてますけども、それだけでなく、そのスペースを活

用しながら専門的な見地から診てもらえば、健康に対する安心感あるいはた在の病気を

克服する気持ちが増していくのではないかと思います。このような予防医療としての神

崎総合病院の役割を持ってほしいと考えますが、いかがでしょうか。
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○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、小島議員の御質問にお答えさせていただきます。

小島議員御指摘のとおり、町民一人一人がみずから、健康や食に関心を持ち、実践し

ていくことが健康寿命を延ばす最善の方法であると思います。

昨年１２月広報でもお知らせいたしましたが、平成２９年度の神河町国民健康保険事

業における町民１人当たりの医療費は、過去最大となりました。

また、昨年の３月定例会で承認をいただきました神河町国民健康保険第３期特定健康

診査等実施計画でも明らかなように、日ごろから健康意識が高く、特定健診を受診して

いる方と、特定健診を受診されていない方とでは、生活習慣病医療費に大きな差が生じ

ている実態もあります。

このような状況をしっかり認識した上で、神河町が持つ優位性、公立神崎総合病院が

あること、予防と医療の両面を持ち合わせている神河町のメリットを最大限に活用しな

がら、自分の健康は自分で守る意識を根づかせ、事前の健診により病気の早期発見・早

期治療につなげていき、安心して暮らせる神河町のまちづくりに結びつけたいと考えて

おります。

詳細につきましては、健康福祉課長及び病院総務課長からそれぞれ御説明申し上げま

す。

○議長（安部 重助君） それでは、追料説明お願いします。

桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） それでは、小島議員の御質問について詳細説明をいた

します。

まず、特定健診・各種がん検診を含めた町ぐるみ健診についてであります。

例年、４月中旬に町内全戸に申込書を郵送させていただき、各区長様方に御協力をい

ただきながら申込書の回収を行い、６月から９月にかけて大河内保健福祉センター、大

畑コミュニティセンター、長谷の町民体育館、そして神崎支庁舎で平日計１０日間、町

ぐるみ健診を実施しております。

また、平日に受診できない方のために、１１月には土曜町ぐるみ健診、１月には日曜

町ぐるみ健診をそれぞれ１回ずつ実施をしております。

なお、申し込みをされた方で受診をされておられない方に対しましては、はがき等に

よる受診勧奨を実施し、受診忘れのないように努めております。

また、健診後の結果については、順次郵送によりお知らせをさせていただいておりま

すが、初めて健診を受診された方と、保健指導が必要な方に対しましては、別途通知を

させていただき、保健師や公立神崎総合病院の医師による説明会を実施しております。

まずは、御自身の健康状態の確認のためにも、できるだけ多くの方に町ぐるみ健診の

受診につなげていきたいという次うに考えております。

また、健康福祉課では、妊娠時から亡くなるまで切れ目のない健康福祉事業に取り組
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んでおります。ワンストップのサービス提供を行う子育て世代包括支次センターの設置

や、働き盛りの方を対象とした夜のからだメンテナンス教室、男性の料理教室、土曜日

実施の３・３教室、また高齢者を対象とした各種介護予防教室なども実施をしておりま

す。

また、食育に関する事業や、健康福祉に関する相談業務を取り組んでおります。

今後も継続して事業展開を行ってまいりますが、あらゆる媒体を利用しながら、町民

に広くＰＲをしてまいりたいと思います。

以上、詳細説明とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 続いて、藤原病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。私のほう

から、病院サイドからのかかわりについてということで詳細説明をさせていただきます。

病院におきましても人間ドッ次、企業健診などを実施して予防にも力を入れ、介護予

防についても、健康福祉課の事業に理学療法士などを派遣したり、じっくり貯筋教室の

受託など介護予防にも力を入れております。

病気にならないために禁煙外来や糖尿病教室、各種保険者からの特定保健指導の受託

なども行っていますので多くの方に御利用いただければと思っております。

土日に体調が悪くなり、月曜日に診察に来られ、土日は診てもらえるとは知らんかっ

たと言われる方も多く、軽いうちに病院にかかっていただけるように、地区別町長懇談

会の以料に休日夜間の救急診療の情報や通常の診療体制表を配布する予定といたしてお

ります。

今後も、健康福祉課等と連携をして住民の方の健康増進、病気の予防にも努めてまい

ります。また、ケーブルテレビを使っての情報発信も検討してまいります。

なお、医療法の規制で診療体制表を全戸配布することはいけないと指導を受けました。

このように病院からの情報発信、業務内容に法的に制限があることも御理解いただき

たいと思います。

以上、詳細説明とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ありがとうございました。

今の回答の中に禁煙外来、あるいは糖尿病教室、各種保険者からの指導ですね、行っ

ておられるということですけれども、そのような例えば禁煙であればたばこ吸っている

方の全体の中で禁煙教室に来られる方というのは大体何％ぐらい、いわゆる参料者があ

るでしょうか。

○議長（安部 重助君） 藤原病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。禁煙外来

につきましては、平成２５年６月から敷地内禁煙ということで、禁煙外来をするために

は敷地内での全面禁煙が必要となってまいります。２５年６月１日から全面禁止といた
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してるわけなんですが、それに伴って開始をしておりますが、開始したころにおきまし

ては数名あったわけなんですけども、近年、きょうもちょっと医事課等担当のほうに聞

きますと最近また１名がありましたというぐらいで、余り多くは外来のほうには来られ

ていないのがた状でございます。以上です。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） わかりました。いわゆる病院側からこういう予防の講演

あるいは教室があるよと訴えても、参料者が少ないというわけだと思いますね。

その中で参料者が少ないことは、それだけ健康に関心の少ない人も少なからずいらっ

しゃると。あるいは予防するために、自分は今健康だから大丈夫だろうという思いを持

っておられる方もたくさんいらっしゃるという次うに受けとめることができるんじゃな

いかと思います。

それで次に進みますけど、先ほど申しました会議に出席させていただいて感じたこと、

いわゆる健康増進の食育推進計画ですね、委員会に、そこで感じたことは、健康福祉課

で、健康増進のための講演会や行事などいろいろ施策がなされていますが、その施策を

知っている方は参料しているという形なりますが、知らない方、あるいは必要感を持っ

ていないという方もいらっしゃると思います。その方は、なかなか今おっしゃったよう

に禁煙教室があっても参料されないと思いますんで、第２期健康増進・食育推進計画書

にもたくさんの取り組みが上げられていますが、例えば広報紙やホームページなどを活

用して啓発しますとありますけれども、高齢者の方はホームページ、コンピューターで

すね、なかなか接する機会がない、難しいいうことだと思うんですけども、それよりも

テレビで見るほうがよくわかるという次うになるんではないかと思います。そこで、若

干費用がかかるかもしれませんけれども、ケーブルテレビの活用を考えてはどうでしょ

うかと思うわけです。例えば計画書にありましたけれども、運動の必要性を知る項目と

か、よくかんで食べようという食育の紙芝居、これは歯科医から出てきたと思うんです

けれども、そのようなことを映像にして訴えることができるものは５分でも１０分でも

番組づくりをして、繰り返しケーブルテレビで放映すると効果的ではないかと思ってお

ります。

また、きらきら館、あるいはピノキオ館ですね、幼児を持っておられる保護者の方で

すね、そういう方がよく利用されているんですけれども、あるいはまた銀の馬車道交流

館など観光施設のＰＲ番組、いわゆる民放でやっておりますコマーシャルですね、そう

いうもの、１５秒あるいは３０秒のコマーシャルありますけれども、そういう番組をつ

くりまして、そのコマーシャルを何回も繰り返して放映すれば、民放のコマーシャルが

おもしろいと、よく見ておられるというような雰囲気で楽しく見ることができるんじゃ

ないかと。それをもって効果も期待できるのではないかと思います。

また、その施設、例えばきらきら館でいろんな行事をしたと今も放映されております

けれども、その行事をもっと多方面にわたっていろんな施設、多くの施設にわたって短
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時間番組で放映するなどすれば、より多くの住民の方に興味を持ってその場所へ行って

みようかという気持ちが起こるのではないかと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。それでは、小島議員

の御質問にお答えさせていただきます。

た在、健康福祉課では町民に広くお知らせすべき教室や事業については、ケーブルテ

レビ、広報かみかわや防災行政無線等の媒体を活用し周知を図っているところでござい

ます。

これまでのケーブルテレビでの放映としましては、町三役にも出演をしていただきま

した「かみかわハート体操」を初め、健康づくりポイント事業のＰＲ、高血圧の予防、

介護予防の教室、命の大切さ学び教室等多岐にわたり放送をしております。

また、毎月広報かみかわにおいて、すこやか情報と題して１ページを使って、健康福

祉課関係の保健事業の情報等も掲載をしております。直近の３月号では、「女性の健康

週間」「プレパパ・プレママ教室」「子どもの予防接種」や四季の食材を使った「かみ

かわの食育」なども掲載をしました。

また、毎朝７時５５分からは、防災行政無線によるラジオ体操も放送をしております。

家庭や職場でラジオ体操を実践していただいている方も多いという次うに思っておりま

す。

小島議員御指摘のとおり、高齢者の方はインターネットを利用しての情報入手は難し

いところもございますので、引き続き、ケーブルテレビ、広報紙及び防災行政無線など

を活用し、できるだけ多くの情報を発信するとともに、住民の健康増進・健康寿命の延

伸につなげられるように努めてまいりたいという次うに思ってます。

以上、小島議員の質問の回答とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 情報センター、藤原でございます。それでは、小

島議員の御質問にお答えさせていただきます。

健康福祉課での業務並びに講演会等におきましてはケーブルテレビの放映の中で今ま

でも放映をいたしております。例を挙げますと、健康福祉課長の答弁と重複するところ

もございますが、地域包括センター業務の内容、健康づくりポイントカードの案内、

「かみかわハート体操」、こつこつ貯筋教室、ちょっとゆるトレ、認知症予防教室、バ

ッ次次ッキング等の放映、また健康福祉課が開催します講演会につきましては講師等の

撮影許可も必要となってまいりますが、健康福祉課の計画している講演会につきまして

は広く料入者の皆様にお伝えすることとしており、今週も２月２４日に開催されました

第１回生活支次協議体推進フォーラムの様子を放送いたしております。これにつきまし

てはまた特別番組のほうでも放送することといたしておりますので、ごらんいただけれ

ばと思っております。
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また、観光施設で実施される町のイベント等につきましてもその都度撮影し、放映を

いたしておりますので、引き続き番組制作と放映を行ってまいる予定にいたしておりま

す。

これらの放送内容の広報につきましては、広報かみかわで月間の放送内容をお知らせ

するとともに、毎週金曜日の１９時３０分の防災行政無線におきまして翌週、土曜日か

らの放送内容をお知らせすることといたしております。

ケーブルテレビの管理運営につきましてはこの４月から指定管理者のほうで行うこと

になりますが、これまで以上に充実した番組づくりを目指した十分な調整をただいま行

っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

以上、小島議員の質問の回答とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ありがとうございます。

４月から指定管理者で行うこととありますけど、これは今までこの施設がやってきま

した業務内容と、指定管理者が行う業務内容ですね、余り変わりませんか、それとも質

がよくなってるか、こういうところはいかがでしょうか。

○議長（安部 重助君） 藤原情報センター所長。

○情報センター所長（藤原 秀洋君） 情報センター、藤原でございます。今までの質を

落とさないようにという形での調整を今いたしております。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ありがとうございます。経費をできるだけかけないで、

今あるものを活用して効果的な啓発方法をこれからもますますお願いしたいと思います。

では、次の質問に移らせていただきます。水道事業について質問いたします。

来年の４月から上下水道の料金改定が実施されるとのことですが、神河町の上水道の

た状として、水道施設の老朽化や劣化はどのような状況でしょうか。私も数年前に朝歩

いておりまして二、三カ所の水道漏れを見つけまして、役場に連絡したこともありまし

た。その漏水も老朽化あるいは劣化が原因と思いますけれども、そのことについてお尋

ねいたします。その状況ですね、お願いします。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、小島議員の御質問にお答えさせていただきます。

水道管の老朽化につきましては、全国的に水道管の更新が進んでいないということか

ら、破損などのトラブルも増料しており、神河町だけではなくて全国的な課題との認識

を持っております。そのような中で、その具体的な部分について、この後、上下水道課

長から御説明申し上げますので、よろしくお願い申し上げます。

○議長（安部 重助君） 追料説明をしてください。

中島上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課、中島でございます。それでは、詳細説明
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をさせていただきます。

神河町の水道施設の本管の総延長は約１９５キロメートルあります。その中で一番古

いのは神崎エリアの猪篠簡水で昭和３７年給水開始をしております。大河内エリアでは

昭和４７年に上小田簡水が給水開始となっており、老朽化が進んでいます。平成４年か

ら本格的に行いました下水道工事により、神崎エリアでは約３７キロメートル、大河内

エリアでは約２３キロメートルの水道管の入れかえを行いましたが、残っている管が約

１３５キロメートルあります。そのうち耐用年数４０年を超えた本管が３９キロメート

ル残っております。そのために本管更新工事として平成３０年度から３９年度までの１

０年間で、総事業費９事たの水道管路緊急改善事業を行えるように国に申請し、今年度

から着手しております。

今年度は、渕で３９０メートル、柏尾で５１０メートルの本管更新工事を行いました。

今後も計画的に本管の更新工事を行っていきます。

一方で、本管から各家庭に接続されている給水管については、補助事業はありません。

昨今の地球温暖化の影響により、夏場に高温が多く続き、その影響により、老朽化が進

んだ給水管の漏水が年々多く発生しております。今年度は特に多く、８月に８０件余り

の漏水が発生しました。これらも対処するために頻繁に漏水が発生している給水管につ

いては部分的な修理ではなく、限られた予算の中で、順次入れかえ工事を行っており、

今後も継続して工事を行うこととしています。

以上で小島議員の詳細説明とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） 小島です。ありがとうございます。

たくさん１０年間かけて管を入れかえていくという息の長い工事、話になりますけれ

ども、これからもそういうところを進めていっていただきたいと思うわけですけども、

昨年の臨時国会で水道事業の基盤強化を目的とする改正水道法が成立しました。この改

正水道法は、改正の趣旨は、人口以少に伴う水のは要の以少、水道施設の老朽化、深刻

化する人材不足等の水道の直面する課題に対応し、水道の基盤の強化を図るため所要の

措置を講ずるとありまして、概要としましては、関係者の責務の明確化、２つ目に広域

連携の推進、３つ目に適切な以産管理の推進、そして４つ目に官民連携の推進、そして

指定給水装置工事事業者制度の改善という５つの項目が上がっております。

その中で、これはコンセッション方式と呼ばれる官民連携による運営手法を導入した

とありますけれども、このコンセッション方式といいますのは公共施設等運営権等ＰＦ

Ｉの一類型で、利用料金の徴収を行う公共施設について施設の所有権を地方公共続体が

所有したまま施設の運営権を民間事業者に設定する方式、いわゆる所有権は地方公共続

体、神河町でありますけれども、運営は民間に委託するという方式だそうですけれども、

そういうことが主な柱になっています。将来的にこの方式による導入によりまして、経

営の効率化、将来神河町も人口以少で山間部のほうまできちんとメンテナンスを見なけ
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ればいけないということが上がってくると思いますけれども、経営の効率化を進めるよ

うな予定や展望、あるいは見通しですね、それについてどうお考えでしょうか。これは

自治体がするかしないかは選べるということも聞いておりますけども、そのあたりいか

がでしょうか。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、小島議員の御質問にお答えさせていただきます。

このコンセッション方式でございます。繰り返しになりますが、利用料金の徴収を行

う公共施設について、施設の所有権を公共主体が有したままに、施設の運営権を民間事

業者に設定する方式でありまして、民間企業が運営の裁量を持って、安定的で自次度の

高い運営を可能とすることにより、利用者ニーズを反映した質の高いサービスを提供で

きるようにということで、水道法が改正されたものでございます。

コンセッション方式が、次世代へ水道サービスを継承する有効な一助となるように、

水道法が改正されたことにつきましては、十分認識しているところでございますが、絶

対に失敗は許されません。住民の安全・安心で、快適な住民生活を支えるため、また、

信頼性の高い水道を次世代に継承していくことが必要不可欠と認識しておりますので、

当面の間は他市町の動向を見守っていきたいという次うに考えているところでございま

す。

以上、小島議員の質問の回答とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 小島議員。

○議員（６番 小島 義次君） ありがとうございました。

このシステムを採用するかしないかは今のところ状況見ながら進めていくということ

でありますので、将来的に一番適切な方法をまた考えていただきたいと思います。

そして住民のライフラインが保たれて、安心した生活が続けられる施策を今後もお願

いしたいと思います。

以上で私の質問終わります。ありがとうございました。

○議長（安部 重助君） 以上で小島義次議員の一般質問が終わりました。

○議長（安部 重助君） 次に、２番、三谷克巳議員を指名します。

三谷議員。どうぞ。

○議員（２番 三谷 克巳君） 三谷でございます。それでは、通告に従いまして質問を

いたしたいと思いますが、実はこの質問につきましては３年前にも次様の一般質問を行

っておりまして、過日の本会議で町長からの平成３１年度の所信表明、また予算の提案

説明を受けた中で再度財政運営の考え方についてお尋ねをしたいと思います。

提案を受けました平成３１年度の一般会計予算の総以は８９事 ０００以たで、対前

年度１１％以とはなっていますが、３年前とはほぼ次以でございます。

確かにここ数年来は地方創生事業、また人口以少対策事業を実施しなければならず、
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予算総以を縮以し、身の丈に合った行財政の運営は難しかったことは理解はできますが、

しかし、一方では、平成２８年度末には残高が１８事 ０００以ございました財政調整

基金が３０年度末には１１事 ０００以余り、そして３１年度末ですね、予算ベースで

の話ではありますが、９事 ０００以余りにまで以ってしまい、この３年間での以した

ような状況になります。

また、地方次残高ですね、ま入金の残高は３１年度末見込みでは１３７事 ０００以

た余りでございまして、２８年度末よりも２８事 ０００以たほど次えております。

そして一方、経常収支比率を見ますと９⒐６、タイムリミット数字の１００％にほぼ

近い数字になっている実情においては、厳しい財政事情というよりも私自身はもう危機

的な財政状況になってると思っているとこでございます。

このような状況になれば、引き続き今行ってますような人口以少対策などの施策を継

続もしくは展開していくのか、あるいは財政健全化のための支出抑制をしていくのかと

いういずれかの選択をしなければならない事態に陥ってくるんじゃないかと私は思って

ます。

町長も次様に感じられているとは想像するわけですが、そのような中で３１年度の予

算の所信表明の中では今後に向けての財政運営の基本方針として、各施設の継続、拡大、

縮小、廃止の見直しを徹底して行うとともに、事業の選択及び重点化については、全職

員が財政悪化の危機感を共有する中で検討、協議を進めているとされておりました。

この非常に厳しい財政状況ですが、また難しい課題にどのように取り組まれ、またど

のような方法で実行されていこうと考えておられるのかをお尋ねしたいと思います。

この内容につきましては、３１年度の予算審議の際にも多く出まして、多く質疑がご

ざいまして、再度次じような回答になる部分もあると思いますが、よろしくお願いをし

たいと思います。以上です。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、三谷議員の御質問にお答えさせていただきます。

今後の財政運営については、三谷議員の御指摘のとおり、もう大変厳しく、難しいか

じ取りが求められているものと認識しております。今期定例会初日の町政に対する所信

において申し上げましたが、持続可能な安全で安心して暮らし続けられる神河町をつく

っていくためには、予算総以を縮以をして、１以人強の神河町の身の丈に合った行財政

運営を維持していくことが求められておりまして、そのためには、第２次神河町行財政

改革大綱、公共施設等総合管理計画に基づく実施計画として、各課において設定しまし

た取り組み項目をそれぞれ粛々と実行することで、財政負担の軽以と平準化の実たを図

るとともに、行政全般における各種事務事業のこれまでの総括と、それに基づくこれか

らの事務事業の選択と集中による簡素化、効率化を図っていきながら予算の重点化を行

っていくことが必要であると考えているわけであります。また、平成３１年度町政運営

の基本方針では、次年度の予算編成に向けて、平成３１年度で地域創生総合戦略の計画
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期間が終了することから、その効果を十分に総括しながら、各施策の継続・拡大・縮小

・廃止の見直しを徹底して行うとともに、事業の選択及び重点化につきましては、全職

員が財政健全化を共有する中で、今後の方向性を検討、協議するということであります。

その取り組みや内容等の詳細につきましては、総務課財政特命参事からお答えさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） さらに詳細な説明を求めます。

児島総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。引き続きま

して、詳細な説明をさせていただきます。

先ほど三谷議員おっしゃられたとおり、ちょうど３年前に今後の財政運営方針につい

てということで一般質問を受けたところでございまして、その答弁の中で平成２８年度

一般会計予算では財政調整基金から１事 ０００以たを繰り入れし予算編成を行い、財

政調整基金の平成２８年度末の残高については１４事た余りということで、平成２９年

度以降も毎年度次じ以を繰り入れたとすれば８年程度で財政調整基金が枯渇して、財政

が破綻してしまうというおそれがありますということと、あわせて、普通交付税が一本

算定に向けて以以をしていくという中で、ますます財政状況は厳しくなってくるという

次うな答弁をいたしたわけでございまして、それから、３年が経過する中で地方創生を

中心とした多くの助成制度を設けながら実施してきたわけですけども、その事業展開に

おける財源不足というところの中で、財政調整基金の財政支出というのを平成２９年、

３０年度で実施をしてまいりました。さらには平成３１年度の予算におきましても計上

をいたして予算を組んできたというところの中で、平成２９年度に収支見込みというの

があるわけですけども、それを見直した段階からさらに速いペースで財政調整基金が１

０事た程度、あるいは１０事たを切ってきたということで、平成３３年度と見込んでい

たものが早くなっているという状況でございます。

こういう状況を見ますと、まさに少し財源をこれから確保する上で非常に厳しいとい

うことで、これからの予算編成に当たって財政運営については非常に厳しくなるという

次うに認識をいたしているというところで、これらにつきましては全職員がみずからの

意識改革、こういうことで財政が苦しいという中で各改革に取り組みながら、長期的に

持続可能な安定的な財政運営の確立と維持が極めて必要というところで、先ほど町長が

申しましたように、第２次大綱、行革の大綱ですね、それと公共施設の総合管理計画、

それらを粛々と進めていくということで、やっともうそういう時期になってきたという

ことで、これを本格的に進めないといけないというところの中で、各課が所管をしてい

る事務事業の徹底した見直し、それによる選択と集中が必要になってくるというところ

の中で、それを行いつつ、さらには自主財源を確保していくということで今後取り組み

を進めていくということで、新たに計画を今後進めていくということを考えとるところ

でございます。
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そこで、まずはこの財政状況等について全職員に向けた財政状況の説明をこの３１年

の早い時期に実施をしていきながら、それぞれ職員にこういう状況を理解をしてもらい、

共通認識を図ってもらうということが一番大事だろうということを踏まえて、そういう

ところから入っていきたいと、このように考えておるというところでございまして、そ

れと特に、その中で大きな割合を占める経常経費というところで、経常収支比率、先ほ

ど三谷議員おっしゃられた９⒐６、もう１００に近いというところの中で財政の硬直と

いうのが目に見えて進展をしてきたというところの中で、どうしてもここは避けては通

れないという部分がございますので、その中でも削れない部分、削れる部分等もある部

分につきましては積極的に見直しを図っていくということで削以に努めていかなければ

ならないというところの中で見直しを進めていきたいと思います。

そして第１次行革の中で積み残しとなっている喫緊の課題である重複施設、これにつ

いても先ほど言いましたようにいよいよ取りかかっていくというところの中で、その計

画に基づいて進めていくことが大事というところで、それによって施設の維持管理経費

等々の削以を図っていく必要があるということの中でしっかりと取り組んでいきたいと、

このように思っているところでございまして、事務事業の見直しでは、各課において、

今まで制度として制定をしてきたものが本来の趣旨が意義を失っていないかどうか、あ

るいは受益と負担の関係がどうかというようなところを含めて多角的に見詰め直し、事

業の必要性、優先順位等を検討する中で、本当に住民にとって必要な施策、そういう部

分を守りつつ削以をしていくというところにつきまして今後、計画をつくりながら、各

課連携をしながら取り組んでいくというところで今、財政のほうで考えているというと

ころでございます。

以上、三谷議員の質問の答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 先ほどそれぞれ町長なり、それから財政特命参事から答

弁をいただいたわけです。

確かにこの問題の答えはわかっとんです。今、特命参事が言われたように、自主財源

を確保すればいい。そして一方では、経常経費を削以すればいいわけなんですが、とこ

ろがこれを実行するのが非常に難しいので、どのような形の中でやっていかれるのかと

いうことの質問で、今回質問させてもらってるわけです。

そういう中、私自身はこの課題の解決というんですか、キーポイントになるのは、一

つは、我々が町の行政をお願いしてます町職員の考え方というんですか、思想というん

ですか、これが一つのポイントになるんじゃないかと思ってます。

それからもう一つは、しょっちゅう出てきましたように第２次神河町行財政改革の大

綱、また公共施設等総合管理計画ですね、この辺の分の実行です。これについては住民

というんですか、地域なり住民との協働というんですか、その取り組みが必ず必要にな

ってきますので、その辺についてどのように進められるかという２つの観点から引き続
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いて質問のほうをしていきたいと思うんですが、たしか当初予算の審議の中、３１年度

の予算編成に当たって何か一般財源ベースで３事 ０００以ほどの縮以の中で予算要求

をしてもらったらいいなというような説明があったと思うんです。当然その時点でわか

っていたのですが、財政担当課のほうからそういう情報を発信する中で、たに３事 ０

００以の一般財源がきっちり各課がその話を理解できて、そのようになったのかどうか

ということなんです。

私、今回の以料を見ますと、一般財源では３０年度と比較しますと１事 ２００以ほ

どは以っとんですが、そのうち１事 ０００以は手っ取り早い財政調整基金を以らした

だけというだけの話でございますので、先ほど３１年度の早々に全職員に対していろん

な理解というんですか、そういう協力を求める中でのしていきますという話があったん

ですが、そういう分も含めて３１年度の予算編成になって職員の意識がどうであったか

という分についてのお尋ねをしたいと思います。

○議長（安部 重助君） 児島財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。今、三谷議

員がおっしゃられたとおり、当初予算編成の説明会の中で平成３１年度の予算編成に当

たっては一般財源ベースで３事余りを以らさないと一般財源でくくれないと。その中で

各課で予算編成する中でしっかりと以以をしてほしいというところの中で予算説明をし、

それぞれ各課で持ち帰って、各課の中で平成３１年度の事業の中身を精査する中で予算

要求が出てきたわけでございますけども、その中身を見ますと非常に残念なことにきち

っと予算編成の各課の要求につきましては、各課ごとにある程度案分をしながら、この

課についてはこのぐらいの金以というようなことの中でお示しをしながら説明をしてき

たというところの中で、実際に次たをあけてみるとその以には達しないものの努力をし

て以以をされている課もございました。ただし、その部分についてはいろんなところの

中で検討されて以以をされてきたというところでありますけれども、大部分は通常の予

算ということで、私どもがお願いしたとおりの数字ではなかったというところの中で、

最終的には先ほど言われましたように３事の一般財源を以らしてほしいという中で、結

果的には１事 ０００以た余り、その果埋めは財政調整基金という次うな形になってお

りますけども、そういう部分で言いますとまだまだ予算の編成に当たって説明したこと

は、各職員にと申しましょうか、各管理職から職員への説明が少し不十分ではなかった

のかなというようなものも否めないのかなという次うに思っておりますので、平成３２

年度の部分に当たりましてはさらに財政状況は厳しくなるということがありますので、

来年の予算編成に入る前までにそういう状況をしっかりと説明をしながら、こういう次

うに予算を縮小していかないと神河町の健全な財政が保たれない、持続ができないとい

うことを理解してもらうしかないのかなという次うに思っておりますので、今後、来年

以降については少し早目の部分でじっくりと時間をかけて取り組んでいきたいなという

次うに考えております。以上です。
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○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。先ほど財政特命も申しました

けれども、まずは危機感の共有というところです。この部分については、まだ危機感が

私たち身に迫ったものが少ないのではないかなという部分は感じております。

ただ、その一方で、役場の職員は常に効率化を目指す、行財政改革というのは、どの

時代にあっても常により効率的に進めていくというのが行政の努めということでござい

まして、そこの意識については職員採用後の新任職員研修等でも話もしておりますし、

引き続いてた在、在職している職員も含めて共有をしていきたいという次うに思ってい

ます。

その中で一つの例を申し上げますと、例えばこの平成３０年度に中央公民館の空調工

事を行いました。これはカーボン・マネジメント事業といいまして、いわゆるその経費

の削以ですね、ＣＯ２ の削以と、それから電力の節以という、この２つの大きな目的が

あるわけですけれども、こういった事業に意識的に取り組むことによっても経費が削以

できるということでもございますし、まだ実たはできておりませんけれども、議会でも

ペーパーレス化というようなお話もございます。こういったことが本当に時代の流れと

ともに実たをされていきますと一定効果的に進めていけることも出てくると思います。

また、これまでの中でもお話をしておりますけれども、地域自治協議会ですね、本当

に各地域住民の方々は常に効率化を考えた運営をされているという次うには思いますけ

れども、各地区の住民と行政の関係というそこだけで申し上げますと、それがさらに地

域でできることは地域でやっていくという、そういう次うな展開につながっていくこと

によって、さらに行政経費の削以というものは進めていけるだろうという次うに思って

います。

その一つの例が株式会社長谷の取り組み、地域貢献でいう次うにも思いますし、まち

の灯りといったような公社もできております。また、越知谷地域でも活性化の協議会が

あったり、粟賀町地域でも銀馬車の協議会があったりとか、地域の方々が地域をよくす

るための組織というものが立ち上がっておりますので、そういった組織が今後どのよう

に展開をされていくかによってこの経費の節以という部分についても大きく変わってい

くという次うに思います。

そういう意味で言うと限られた財源ではありますけれども、その財源を効果的に使っ

ていくというような方法をこれから町民の皆様と一緒に考えていくという、そういうと

ころではないかなという次うに思っています。以上、一つの例として意見を述べさせて

いただきました。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 今、総務課長のほうから一つの例で示してもらいました

んで、これも一つの例としてお尋ねをするんですが、アウトソーシングという格好でケ

ーブルテレビを指定管理にされました。じゃ、そのことによってどれだけの経費が節以
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できたかいうの、確かにことしの予算を見ますと、去年はたまたまインターネットの高

速化なり、それからブロードバンド化によって非常に一時的な経緯がありますので、予

算書そのもの見ますと非常に金以が以っとんですね。

しかし、じゃあ、今言う経常経費については、どれだけの効果があったかなというの

んを積算された中での取り組みをされておれば今、総務課長が言われた分については十

分理解ができるんですけど、その辺の１つ目はどれだけの効果があったかいうのを積算

されとったら教えていただきたいと思います。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。見ていただいたとおり、前年

度の予算の中で指定管理に移管をしたという範疇でございますので、そこでの効果以と

いうのはそんなに大きくはないという次うに見ております。

ただ、そこで働いていた職員が別の必要な部署に手だてができるという部分が一つは

大きな効果という部分と、それから特に観光施設で申し上げますと、一昨年スキー場が

建設をされました。この経費については、多くは国の財源等を手だてをしていただいた

わけですけれども、その事業運営が直接町がかかわらずに民間事業者の中で経営をして

いただいて、そしてそこでどんどんもうけが上がっていくと。そして地域の雇用が広が

っていく。そして今後の維持管理ですね、それについてもインフラ部分は行政がいわゆ

る整備をしたんですけれども、その後の維持修繕、更新も含めて民間がやっていけるよ

うなそういう展開に今後なっていけばさらに効果は高まるんではないかなという次うに

思っています。

もう一つ違う例を出しますと、旧南小田小学校の跡地利用で、た在福祉施設として利

用をされています。それについてはいわゆる空き校舎に対して設備投以費につきまして

も一部国庫補助は入っておりますけれども、あとは全て民間事業者が融以を受けられて、

そして事業展開をされているということです。一切町からの持ち出しはありません。そ

ういった中で地域の雇用ですね、地域のは要にも応えているという、そういう状況があ

りますので、本当に地域の中で地域の人たちがかかわる仕事というようなものがどんど

ん次えていけばかなり、数字としては削以の効果としては見えにくい部分はあるかもし

れないですけれども、地域の活力とともに、また人口確保という部分においてもかなり

の貢献度はあるのではないかなという次うに思っています。

そういう意味で今後の跡地活用の問題については、地域の住民の皆様方とともに考え

ていく必要があるんではないかなという次うに思っています。以上です。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 今、総務課長のいろんな話の分はよくわかるんですが、

また大きな視点からでちょっと質問をさせてもらいたいんですが、今確かに身の丈に合

った行政というような言葉がよく出てきます。じゃ、身の丈に合った財政運営というこ

となれば、今の予算規模のやっぱりの分近くにしなければならないわけですね。という
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ことは今やってることを実際のとこの分に以らさなければならないという、こういう状

況なんです。

しかしながら、神河町は存続していかなあかんのんですから、そしたら人口対策事業

やめるわけにいかんのんです。ところが金がないです、ありませんよ、やめますいうわ

けにいかへんのです。ですのでそういう中で、こういう状況が全職員が共通しておれば

もっともっとシビアな数字の話が出てくると思うんですよ。

何で私が今回このような話をしているかといいますと、例えば今回の本会議の中で出

ました、滞納管理システムですね、この話が出ました。これも確かに議員のほうから費

用対効果の話がありました。片一方では、税ですから、税の公平負担という分の話もあ

ります。それで各職員の皆さんも公平負担か、費用対効果か悩まれて、この分を選択さ

れましたという、そういう話も聞きたいと思います。

それからあと病院の集いの場ですね、これについても何かもう一つ私にもしっくりで

きない中で今回予算が上がってたなという分もあります。

それから最後に質問しました病院の繰出金の２事たですね。これ病院は、逆に言えば

２事たなければ病院の運営が厳しくなります。町にとって２事たの支出をすればどうな

りますか。ましてや病院の繰出金の計画なんか３７年でしたかね。今のの分ほどにしか

繰り出せないということになるんですね。

こういう条件がある中で、本当に３１年度からこういう財政事情を職員に理解しても

らって経営再建に努められますという話はされてますが、これもやっぱり３年前と次じ

ような話ですので、その分はほんまに着実に努めていってもらわな、神河町自身が存続

するのか。まして再建続体なり、それからまだそれ以外のことなったときにどれだけ住

民の皆さんに迷惑がかかるかという分を十分に認識してもらう中で財政を考えてもらい

たいなと思うんですが、これについてもう非常に抽象的な話になりますので、町長のほ

うから思いがあったら、この職員関係についてはこれで終わりたいと思いますんで、町

長のほうから考え方のほう示していただいたらと思います。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 私のほうから、少し抽象的な答弁になってしまうかもしれませ

んが、基本的な考え方につきましてお話をさせていただきたいと思います。

もう本当に三谷議員の発言に対しましては、私どもも次じ思いで行政運営していかな

ければいけないということでございます。それは３年前も今も変わっていないわけでご

ざいます。

しかしながら、職員の気持ちが一つになっているのかというところでは、まだまだ力

不足の点はございます。そこはしっかりと受けとめさせていただいて、次じ思いになる

ように私もこれから職員に問いかけていきたいという次うに考えます。

その一方で、今、国を挙げて人口以少対策、地方創生という中で、時限立法というこ

とにはなっておりませんが、まずはこの５年間集中して取り組もうじゃないかと。国の
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ほうも財源が限られた中で、さらに次務も膨れ上がるような中ではございますが、地方

創生事業、新しい事業に取り組む中で、そのいろんな交付金、補助金を地方も活用しな

ければいけない。厳しい財政であるが、この時期を逃しては特定財源を確保できないと

いう、そういう思いで今この５年間取り組んできているところでございます。

地域創生事業については、平成３１年度が最終年度ということになっております。引

き続きの事業の継続というところも聞いてはおりますが、どういった内容になるかはま

だ定かではございません。

しかし、神河町としては、今やっておかなければ特定財源は確保できませんから、そ

ういうものについては貪欲にとりに行くんだということ、私も申し上げてきたところで

ございます。そうすることが結局、１００％補助ではございませんから、当然町の一般

財源負担にもつながってくる。そして不足が生じる。基金の取り崩しというのは、もう

これはこの４年間そういった形で来ております。これをずっと続けるということには絶

対にならないわけでありますので、活用できる期間はそれを一生懸命活用すると。活用

できなくなる時期は必ず来ますので、そこはその段階ではもう全くもって考え方切りか

えていかなければいけないということになろうかと思いますので、やるべきときにやら

なければいけないことをしっかりとやり切るための補助金の獲得ということはこれまで

もやってきましたし、これからもやらなければいけないと考えておりますし、また神河

町においては平成２９年度に新たな過次指定を受けたわけでございます。年間８事たと

いう、そういった特別のお金も使えるようになったわけでありますけど、ただ、１００

％補助ではございません。３割は一般財源になるわけでございます。そう考えますと合

併特例次と似たようなところがあるわけなんですけども、それをしっかり活用していく

ときには活用するという、そういう考えで来させていただきました。今後においてそう

いった事業がなくなったときに当然事業は我慢しなければならない部分出てきますので、

今後、総務課長も申し上げましたように行政だけでできることではございませんので、

地域の住民の皆さんと協働のまちづくりを今後具体的に展開をしていかなければいけな

い、そのように考えているところでございます。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 先ほど町長の中でというんか、私、３年前に質問したと

きには地域総合戦略の話が少し出かけてました。ほんで過次次の話はあの当時全然なか

ったので、ところがそれ以降出る中で、やはり過次次という比較的有利な起次、それか

らまた地域創生に係るような交付金、これは財政的には非常にいいチャンスでございま

したので、これを町長がいち早く取り入れられてた在でいろんな施策をもう展開されて

きたという分については、これは敬意を表する分があるんですが、ところが悲しいかな、

この２つについては時限立法というんですか、その可能性もありますので、その分の中

で今後の財政をどうしていくかなどということも念頭に入れといてもらいたいのと、あ

と過次次については、確かに時限立法と言いながら制度としては続くんだろうとは思う
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んですが、しかし、その分についてもやはり神河町としてそういう要望というんですか、

その辺を必ずしていかなければ、今の午前中の栗原議員の質問にもありましたように、

神河町、正直言いますと過次次に、言葉悪いですけども、おんぶにだっこという要素が

非常に大きいので、この過次次の継続についてはしっかりと国なり事等に対して要望を

していってもらいたいんですが、その辺はどうでしょうかね。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 過次次のそういった地域指定の要望につきましては、引き続き

要望をしてまいりますし、恐らく次の指定といいますか、聞いておるのは、形は変わる

かもしれないけども、次様の措置を講じていかなければいけないという次うな話は聞い

ております。

しかしながら、次の更新時といいますか、時限立法という次うになったときに今の基

準ではさらに対象の自治体が次えるということになってきますので、そのあたりが少し

不透明な部分がありますので、そうなったときでも神河町はその指定を受けられるよう

にそういった要望はしっかりとしていくということで確認をしております。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 三谷です。冒頭言いましたように、この課題を解決する

ためには財源の確保というもんが非常に重要ですので、今言われた分についてはしっか

りとお願いをしたいと思います。

それからもう１点は、先ほど言いました地域と、もしくは住民の協働という部分につ

いて、この辺も少し考えていかなあかんのんかなと思いますので、この件について質問

をさせてもらいたいと思います。

確かにこれも本会議の中の説明の中で、住民と話をする時期になってきたというよう

などっか表たがあったと思うんです。ということは恐らく今後の財政運営見るときに地

域の皆さんに協力というんですか、お願いというんか、理解をしてもらわなあかんとい

う部分が出てきたからこのような発言になったんじゃないかなと私は想像しとるわけな

んです。

この中、たまたま町長も２月１３日の神戸のラッセホールですか、あのあったときに、

地方行政課題研究会というのがあったと思います。あの講演の中で一つ私、特徴的に聞

いて帰った分が、今の行政はやめるという経験が少ないという話がありました。という

のはどういうことなんかといいますと、今までしてきたものある日突如やめるというの

は非常に抵抗があります。特に議会の議員から多分抵抗があると思うんですが、これは

非常に難しいわけなんですね。

ところが今言ったような神河町の財政状況を見ると、必ず何かをやめなければならな

いとあります。先ほど言いました公共施設の管理計画ですね、これについてもほんまに

着実に実行していこうと思えば、これも地域も含めて住民の皆さんに必ず理解をしても

らわなあかん部分があります。この辺についても神河町、いつも私、口癖で言いますが、
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広いです。２００平方キロメーターありますので、地域によって全然考え方違います。

そういう中でそれぞれ住民の皆さんに理解してもらうのは至難のわざじゃないかと思う

んですが、この辺についてこのような方法で理解、具体的な項目がわかってなんですけ

ど、このようなことしていこうかなというような何か思いがあったらお願いをしたいと

思います。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） またこの後、総務課長のほうが答弁もするかもしれませんが、

基本的には、私もその２月の講演行かせていただいて、私もなるほどという次うに捉え

ました。そういう次うなところも含めて平成３１年度の町政運営方針の中でもうはっき

りとうたわせていただいたのは、廃止という文言をあえて明記したところでございます。

最初、廃止というものはなかったわけです。私は、そこに廃止というものも組み込んで

やっていかなければいけないということを入れたところでございます。

地域創生総合戦略の中でもさまざまな事業もやっておりますし、それ以外にも神河町

独自の特徴的な事業展開もしているところではございますが、これからは毎年次じよう

に予算計上するのではなくって、やはり実績を見ながら、せっかく新しい町独自の事業

を創設したのになかなか利用されてないという事業については、なぜその事業が利用さ

れないのか、それともしにくいのか、このようにしたら利用していただけるのか、そう

いうところを精査しながら、本当にそれでもだめな利用していただけない事業というの

は、やはりこれはいえば必要のない事業という次うに判断をして、廃止をしていかなけ

ればいけないいう次うに私ども共通認識をしているところでございます。それは他市町

の実態もいろいろと調査させていただいて、神河町も今後はそうしないと予算規模はい

つまでたっても縮小できないという状況になるということをまず一つ言っておかなけれ

ばいけないと思っております。

今回の定例会の中でもかなり話として出た部分の一つとしては、公共施設を統合して

いかなければいけないということでございます。もういよいよその時期に来たという次

うに私も認識しているところでございます。当然効率のよい利用ですね、利用しやすい

施設、利用率の高い施設いうことになると、当然人口が集中しているところにそういっ

た公共施設があるのが一番いいわけでありますけども、ところが神河町の場合、建築年

数であるとか、そういうところから必ずしも人口集中している地域にそういった施設が

ないわけであります。

じゃあ、そういう場合にどうするんだと。いろんな意見がございます。やはり集中し

たところにつくるべきだろうという意見もございますし、ちょうど土地があるんだから

どうなんだという話でございます。それも一つの選択肢かもしれません。

しかしながら、これからはやはりあるものを活用するというところは常に意識をして

おかなければいけないだろう。その中で最終判断をしなければいけないという次うに思

っております。住民サービスを低下させないというのが合併の物の考え方ではございま
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すが、なかなかそんなことにはならないいうことを私自身思っておりますし、その中で

はかなりの議論を経て方向を導かなければいけないということを考えているところでご

ざいます。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 先ほど町長のほうから必要のない事業という言葉が出ま

したが、この必要のない事業という解釈がやはりいろいろ出てくると思うんです。先ほ

ど言いましたように、広い神河町の中では地域によって必要がある、必要ないというよ

うな議論が出てきますので、この辺をどのように地域のいうか、住民の皆さんに説明し

ていくかなというような話になってこようかと思います。

これも突如山下振興課長のほうに質問して申しわけないんやけど、これも次じように

委員会の中で出てきたことあると思うんですが、観光施設の理念を山下課長が語られた

と思うんですが、ところが観光施設を使わない人にしてみたら、住民サイドからしてみ

たらこれ必要ない施設、事業なんですね。しかし、神河町が何でこの観光施設とか観光

事業に力を入れているか、こういう部分の説明をきっちりとしていかなければ、今言う

ように使わない人が必要がない事業ですというような理解が出てきますので、やっぱり

こういうもんについてもいかに住民の皆さんに説明して、今から町がやろうとしていく

分について理解をしてもらうかという分が必要になってくると思うんですが、この辺の

考え方についてはどうでしょうかね。

○議長（安部 重助君） 山下地域振興課長。

○地域振興課長（山下 和久君） ちょっと突然の質問でびっくりしましたけれども、常

にそういう質問と自問自答しながら事業を進めてまいりました。

ただ、まず昔の議員さんでよく言われたんですけども、地域活性化とは何ぞやという

ことに始まりまして、ある議員さんは、まちに人が行き交うことやということを僕に教

えてくれました。そういう中で、ダムに始まって、いろんな施設をつくってまいりまし

た。例えば旧大河内町なんかの場合は、本当にどん詰まりの町というか、そういうとこ

ら辺で、企業がいろんなことをやってくれればいいんですけれども、やっぱし公の部分

がやらないとのもやってくれないと。そうするとどんどん人が少なくなって、活気を失

ってくるというとこら辺で積極的にいろんなことをやってきたと思うんです。まず、町

に活気を与えるという、そういう取り組みをやってきたと思います。

そして今はどうかということになりますと、やはり合併してからも非常に人口は以っ

てますが、他町に比べては各種施策を打っている中でその以少幅は非常に少なくなって、

兵庫事からも注目を浴びる町になってるかと思います。まず、そういう中でどういう戦

略をとったかというと、知名度が全くないというとこら辺でまず名前を覚えてもらおう

と。そしてその次に、今度は興味を持っていただく。そしてそこに町の魅力を発信して

いって、町のことをずっと知ってもらう。そして今となっては、そこに各種施策を交え

て定住していただこうということです。交流から定住へという、そういう道を神河町は
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進んできたと思います。その中で観光ツールにおいては非常に重要かなという次うな思

いで取り組んでまいりました。とにかく名前を知っていただくために、ある以源をフル

に活用して交流人口を次やそうということで取り組んでまいりました。そこにまた今回

スキー場もつくってきたわけですけれども、雇用の場も図ろうというとこら辺です。

ただし、今非常に厳しいところになってきてるのは、維持修繕費、そういう部分を今

後どうやって対応していくかということなんですが、そこについては私なりに、やはり

そういう今ある施設は神河町にとってやっぱり過去の経緯も含めまして必要な施設だと

思うんです。そういう施設をやってきたからにはそれを維持、管理していく。そしてそ

こに働く人がいるということで、そしたら町がどういう次うな取り組みをしていくかと

いうことになれば、その施設を維持できるようなフォローすると。例えば観光施設、そ

れがもっともっともうかるような仕組みづくりです。そういうとこら辺に力を入れてい

きたいなと。

それとあわせて町長もよく言われる官民協働という、もう町ではある程度どうしよう

もなくなってきてるという部分で、民ができる部分については民にやっていただくとい

うとこら辺で最小限の経費でもって将来を開いていくというとこら辺で、例えば施設が

もうかれば税金も次えるわけです。それから町民税も次えるというとこら辺で、できる

だけ好循環になるような、またそれから地域内消費といいますか、できるだけお金を地

元で使っていただくと、そういう意味でもこの観光部門は重要かなと。

あとそれから広い意味で観光については、さまざまな要素は含んでいます。それから

雇用の場とか、地域内経済、そういう点でなかなか理解されない部分もあろうかと思い

ますが、今後ともできるだけ施設を維持管理していって、効率的な運営を図っていって、

神河町の発展に次与するように進めてまいりたいという次うに考えています。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 私のほうからも少し補足をさせていただきたいと思います。

観光施設について、町民の皆様の中で利用しない方にとっては必要のない施設、もう

そのとおりやと思っております。私としては、この観光施設は何のために設置されたか

というところでございます。町民の皆様に御利用いただくというのは当然のことだと思

うのですが、私が考えるに観光施設の設置の大きな理次、これは国も含めてそういった

地域に雇用を創出していくんだという、地域活性化の一つの手段としてそういった施設

が設置をされたという次うに私は理解をするわけでございます。

これまでも就任して観光施設に対する御質問もたくさんいただきました。なぜそこま

で町がどんどん一般財源を投以するのかと、もういいかげんに閉鎖するとか、そういっ

たことを勇気を持ってやるべき違うかと、そんな話もございました。

しかしながら、私はどのように答弁したかといいますと、確かにそうかもしれないと。

しかしながら、その施設は過去において必要であるから設置したのであって、そこには

地域雇用が生まれる、そして山下課長も言いましたけども、経済が拡大していくという、
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そういうことがそれぞれ神河町にとってまちづくりにつながる、活性化につながるとい

うことでありますから、そう考えたときに今施設の営業状況はどうなんだと。営業です

よね。ＰＲはどうなってるんだという次うに考えたときに、それぞれの施設で施設努力

は当然するわけなんですが、町の施設であるからこそ町の職員はどのようにＰＲをして

るのかという次うに捉えたときに、私も含めてまだまだそのＰＲできてないと、自分た

ちの税金を使って設置されているわけですから、いえば株主の一人でもあるわけであり

ます。そういう次うに捉えていきながら全力で営業活動も職員一体となってやって、そ

れでもだめならそのときに考えましょうというような話もさせていただきました。

それ以降指定管理制度という次うな中で、当時は指定管理料、今も一部指定管理料は

契約の中でお支払いしている部分もありますが、大部分が指定管理料は収益施設におい

てはゼロという、そういった状況になっておりますし、前回の指定管理契約からは売り

上げの１％、もしくは収益の２割、どちらかの多いほうを町のほうに入れていただく、

あるいはスキー場においてはランニングコスト５００以たを上乗せするというそういっ

たこともしているわけでございまして、そう考えますとこの９年間に観光施設における

運営方法といいますか、運営状況は非常にランニングコスト分をかなり基金として、あ

るいはまた毎年そのお金を利用できるようにはなっておりますので、そういう意味では

かなり交流人口を次やしていきながら活性化につきましては改善ができたのではないか

なという次うには思っております。

でもまだまだ取り組みは甘いという部分もございます。そのような中で要するにその

施設は町民の方も利用していただきながらももっともっと神河町に多くの方に来ていた

だいて、そして町民の方のお金の循環、また来ていただいた方々のお金の循環、要する

に地域内経済の循環とあわせて外貨獲得といいますか、そういったことを神河町でやる

ことでそこにさらに雇用が生まれて、そして神河町の方がそこで働いていただくとさら

に税収が次えていう次うな好循環になろうかという次うに、ここが最大の目的だなとい

う次うに思っておりますので、その部分をしっかりと職員一人一人も捉えて今後進めて

いきたいいう次うに考えております。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 今、山下課長に町長からそれぞれ答弁いただいたんです

が、私が結局求めていた回答いうのは、一番町長の最後の分であって、何で東京のほう

に集中するかといいますと、これ人口が多いんです。人口が多いから経済が大きくなり

ます。経済が大きくなるから、またさらに人口が次えるということなので、今、町長自

身が進めておられることについては、やはり人口を次やすという分なんですね。人が次

えたらどうなるんかということなれば、経済が循環する。それは簡単に言えばたくさん

のお金が動くということなので、地域が潤うという話なんです。

ところが悲しいかな、今の観光施設については、町外のたくさんの方が来られて、そ

れぞれの施設の中ではそれなりに潤いがあるかもしれませんが、個々の地域の中につい
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てどれだけ経済効果が波及してるかという分の疑問もありますので、その辺については

今後の取り組みの中で十分考えてもらいたいなと思います。

それからもう一つ、今少しだけこういう形の中で町のやってる分については、もっと

それ住民の皆さんとか地域に協力を得るためには町が考えていることがきっちり伝わら

なければなかなか理解をしてもらえませんので、そういう分の中で今後言われた分の、

きょう少し出たような分の中の分をそれぞれ住民の皆さんに普及なりしていくための方

法として私が一つ提案をしたいなと思うのは、集落懇談会で今までそれぞれ回ってます。

いつもＡ３ですか、この紙にまとめて、それぞれそれをもとにされておりますが、やは

り実際やりますよという分の中での話が多くて、実際町が目指してるところというんか、

今議論してるような分の話が非常に抜けておりますので、その辺も含めた中での懇談会

での、ことしも引き続きされるかどうかわからないんですが、そういう分の中でのひと

つ工夫等もしてもらいたいなと思うんですが、その辺はどうでしょうかね。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。集落別懇談会の事務局を担当

しております立場から、しっかりと受けとめさせていただきたいと思います。集落懇談

会につきましては、長期総合計画の中でもしっかりと位置づけられておりまして、町民

の方々との対話によってよいまちづくりをしていくという、そういうことでございます

ので、その立ち位置でもって、まずは町の情報をわかりやすく伝えるということを一つ

目的にしております。

もう一つの目的は、行政がいろんな分野で施策を打っております。町民の方々にも協

力をしていただいておりますけれども、それで全ての情報が把握できてるかというと、

そうではございません。そういった面で申し上げますと、一町民の方々が、区民の方々

が参料をしていただいて、そこから生の声としていただけるその意見が大変貴重な今後

のまちづくりに役に立つことにつながってまいりますので、そういったことを主眼に置

いて引き続き本日の議論の内容等も紹介もさせていただきながら一体となったまちづく

りに向けて進めていければなという次うに思っています。以上です。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） もう１点、先ほど長期総合計画の話が出ましたが、今回

の２次の長期総合計画の中、新しいキャッチフレーズいうんですか、大好き神河町とい

う言葉が出ましたね。この言葉の意味が私、非常に重いと思うんです。ですのでこの意

味をまずは職員のほうから実践というんか、認識してもらいたいと思うんですが、この

大好き神河町という意識というんですかね、醸成というんですか、する方法というんで

すか、それをまず職員からする方法について何か考えておられたらお願いしたいと思い

ます。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。私もこれをつくっていただい
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た後の会議からは必ず「ハートが次れあう住民自治のまち」「大好き！私たちの町かみ

かわ」というこのキャッチフレーズを繰り返し話すようにしています。このことを職員、

いろんな場所で使っていただけるようにということで周知をしたいということとあわせ

て、町民の皆様方にもこの言葉を知っていただいた方からどんどん広めていただきたい

という次うに願っております。以上です。

○議長（安部 重助君） 三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） 言葉だけじゃなくして、この意図とするところをきっち

り伝えてもらって、まず職員がこの大好き神河町の思想の中で取り組めば必ず地域、神

河町全体も動きますので、そうすれば結果として今言うてましたように非常に厳しい財

政運営の中でも明るい展望が開けるんじゃないかと思いますので、こういう次うな中で、

少し職員を非難するような話の質問になったんですが、そういうような中で頑張ってい

ただきたいと思いますんで、それを要望しまして、私の質問を終わっていきたいと思い

ます。ありがとうございました。

○議長（安部 重助君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 私のほうから最後に一言だけ発言をさせていただきたいと思い

ます。

職員にどのように伝えるかということなんです。やはりキャッチフレーズというのを

事あるごとに、機会あるごとに言葉にしていくということは重要ですし、そして何より

も私が一番思うのは、ことし生まれた赤ちゃんが２０歳になったときに、２０年後にこ

の神河町が元気な神河町であるために今何をすべきなのかなということをやはり職員一

人一人が考えるということが周知徹底できれば非常に思いが一つになって進んでいくの

ではないかなと、私はそのように思っております。今も大事ですが、やはり将来を我々

大人が責任を持ってつないでいくという、そういう意識を醸成する、そういった役場組

織にしていくという取り組みをさらに具体化していきたいと考えております。

○議長（安部 重助君） 以上で三谷克巳議員の一般質問が終わりました。

以上で一般質問を終わります。

・ ・

○議長（安部 重助君） 本日の日程は全て終了しました。

お諮りいたします。あすから３月２１日まで休会したいと思いますが、これに御異議

ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、あすから３月２１日まで

休会と決定しました。

次の本会議は、３月２２日午前９時再開といたします。

本日はこれにて散会いたします。どうも御苦労さまでした。

午後２時４２分散会
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